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小谷　 ベ リンジアからみた新大陸文化起源の諸問題

ベ リンジアか らみた新大 陸文化起源 の諸問題

小 谷 凱 宣＊

Problems of New World cultural origins as seen from Beringia

Yoshinobu KOTANI

   This paper reviews recent developments of studies on pre-
historic cultures and paleoecological conditions in Beringia, 
formerly exposed land mass in the Bering Strait region during the 
Late Wisconsin period. Noteworthy is the implication that the 
vast expanses of the Circumpolar region were mainly steppe-
tundra,  providing favorable conditions for  large mammals and, 
eventually, for man, and only locally covered by glaciers on high 
mountains and by boreal forest along major river systems. 

   The Paleoindian tradition, which is widely distributed from 
the Greater Southwest and Plains to the Eastern Woodlands, 
has been regarded as the oldest cultural manifestation in the 
New World. The American Paleoarctic tradition, radiocarbon 
dated from  ca. 11,500 to 8000 B.P. and regarded as the earliest 
in Beringia, chronologically parallels the former and is represent-
ed by two internally heterogeneous groups of sites in Alaska. 

   Cultural materials recently reported from the Meadowcroft 
Rock-shelter and other sites in the Americas are radiocarbon dated 
from ca. 20,000 to 14,000 B.P. and characterized by blade and 

point manufacturing techniques as well as unifacial flaking. 
The presence of  these techniques temporally prior to both the 
Paleoindian and American Paleoarctic traditions indicates some 
cultural relations with the Upper Paleolithic culture in Eastern 
Siberia and is suggestive of the cultural basis from which these 
two traditions developed locally in North America. In the light 
of these new data, it is necessary to reconsider the traditional 
view that the Paleoindian tradition is the oldest in the New World.
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１． は じ め に

筆 者 は，か つ て ， ア ラス カ を 中心 とす るベ リンジ ア （べ 一 リング海 峡 付 近 に， 洪積

世 の 氷 河 期 に存 在 して いた 陸橋 とそ の周 辺 の 陸地 の こ と） の最古 の人 類 文 化 と その 自

然 環 境条 件 を概 観 し， 約 １１，５００年 前 か ら９０００～ ８０００年 前 のア ラス カ の先 史 文 化 （パ レ

オ極 北 文 化 とい う） と，南 方 の 同 時代 のパ レオ ・イ ンデ ィア ン文 化 （ヤ ー ノ文 化 と も

い う） との あ いだ に， か な りの 形 態 的相 違 が あ る こ とを例 証 す る と と もに， そ の相 違

につ いて の説 明 は 将 来 の課 題 と して の こ る ことを 指 摘 した ［小 谷 １９７４，１９７６］。 最

近 ， Ｄ ．Ｅ．デ ュ モ ン も， 新 しい考 古 学 的資 料 に も とづ き， そ の相 違 の こ とを論 じて い

る ［ＤｕＭｏＮＤ １９８０］。 ま た， ウ ェ ス ト ［Ｗ ｅｓｔ ｌ９８１］，ラ フ リン ［ＬＡｕＧＨＬＩＮ １９８０：

ｃｈａｐ．６；ＬＡｕＧＨＬＩＮ ａｎｄＷ ｏＬＦ １９７９］ も この 問題 に触 れ て い る。

新 大 陸 の 最古 の文 化 を 表 わ す 文 化 の発 展 段 階 と して ， ウ ィ リー と フ ィ リップ ス は打

製 石 器 製 作 技 法 に よ る非 定 型 の石 核石 器 や剥 片石 器 に特 徴 づ け られ る先史 文 化 の存 在

の可能 性 を 論 じた ことが あ る ［Ｗ ＩＬＬＥＹ ａｎｄ ＰＨＩＬＬＩＰｓ １９５８：８２－８６］。 しか し， 彼

らは文 化 の歴 史 的発 展 段 階 説 の 石 器 段階 の一 部 に， これ を加 え て は いな い 。つ い で，

年 代 的 に古 い と考 え られ て い る石 器 お よび 獣 骨類 を 総 括 して ， Ａ．Ｌ．ク リー ガ ー は

「先 尖 頭 器 文 化伝 統 」 の存 在 を 提 唱 した ［ＫＲＩＥＧＥＲ ｌ９６４］。 これ に対 して， 多 くの

研 究 者 は，地 質 学 的位 置付 けが 不 明 確 で あ る こ と， 共 伴 す る動 物 相 が 明 確 で な い こ と，

独 立 した年 代 測定 が不 十 分 で あ る こ とな ど を理 由 に， この仮 説 に否 定 的 立 場 を取 って

い る ［ＨＡＹＮＥｓ ｌ９６４，１９６７］。

現 在 ， 新 大 陸 最古 の先 史 文 化 と み な され， 大 多 数 の研 究者 が支 持 して い るの はパ レ

ォ ・イ ンデ ィア ン文 化 で あ る。 こ の文 化 は北 米 の大 平原 ，南 西 部 を 中心 に広 く分布 し

て お り， ク ロ ー ヴ ィス文 化 ， フ ォル サ ム 文 化 な ど の名 称 で よば れて い る。 この文 化 は

次 の特 徴 を もつ ［ＨＡＹＮＥｓ １９６４，１９６７；Ｍ ＡＲＴＩＮ １９７３；Ｍ ｏｓｌＭＡＮＮ ａｎｄ Ｍ ＡＲＴｉＮ

ｌ９７５；Ｗ ｏｒｍｉｎｇｔｏｎ １９５７；Ｗ ＩＬＬＥＹ ｝９６６：ｃｈ．２］。

（ａ） 文 化 要素 は 打 製石 器 が主 体 で， そ の石 器 は 樋 状 剥離 痕 や 平 行 剥 離 痕 を もつ 尖
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頭器 （ポ イ ン ト） に代 表 され る。 これ らの剥 離 痕 は押 圧剥 離 技 法 に よ りつ くられ て い

る。

　 （ｂ） 地 質 年 代 の うえ で は， ウ ィス コ ン シ ン氷 河 期 の 最 終 段 階 （上部 洪 積 世 末 ）か ら

沖 積 世 初 頭 に位 置 づ け られ る。

　 （ｃ） 共 伴 す る 出土 遺 物 に，現 在 は絶 滅 して しま って い るか ，遺 跡 周 辺 の地 域 に は 生

存 して い な い， 大 型哺 乳 動 物 の 骨 を と もな う。 これ らの大 型 獣 がパ レオ ・イ ンデ ィア

ン文 化 の 担 い手 の狩 猟 の対 象 で あ った と考 え られ て い る。

　 （ｄ） 放 射 性 炭 素 年代 測 定 に よ る と， い まか ら 約 １２，０００年 前 か ら９０００～８０００年前 に

年 代 づ け られ る。

　 パ レオ ・イ ンデ ィア ン文 化 の 尖 頭器 （ポ イ ン ト） は， 最 初 の発 見 ・発 掘 の地 域 や遺

跡 の 名称 ， 技 法 上 の特 徴 に もとつ い て フ ォル サ ム ・ポ イ ン ト， ク ロ ーヴ ィス ・ポ イ ン

ト， プ レイ ンヴ ュー ・ポ イ ン ト， 平 行 剥 離 ポ イ ン トな ど と よ ば れ て い る ［Ｗ ＩＬＬＥＹ

１９６６：２６－７７】。 これ らに共 通 す る特 徴 は， 細 長 い剥 片 （多 くの ば あ い石 刃） に両 面 加

工 が 施 こ され て い る こ とで あ る。 そ の加 工 法 は， い わ ゆ る押 圧 剥 離 技法 で， 微 細 な剥

離 を施 こす 技 法 で あ る。 こ の押 圧剥 離 法 に よ る剥 離痕 の形 態 的 相 違 に も とづ き， 樋 状

剥 離 痕 あ る い は平 行 剥 離 痕 と呼 ん で い る。

　 パ レオ ・イ ンデ ィア ン文 化 の尖 頭器 は， 石 刃 技 法 に も とつ くと いえ る。石 刃 技 法 と

は， 少 量 の石 材 （石 核 ）か ら細 長 い， ほぼ平 行 な縁 辺 を もつ石 片 （剥 片 ）を 間接 打 法 や

押 圧 剥 離 法 に よ り大 量 につ くりだ す， 一 連 の石 器 製作 技 法 の こ とを い う。 この技 法 に

よ り製 作 され た剥 片 （石 刃）が二 次 的 に加 工 されて ，ビ ュラ ン，ス ク レイバ ー な ど の各

種 の石 器 に加 工 され る こと にな る。 この石 器 製 作 技法 は， 旧 大 陸 の 後 期 旧石 器 文 化 の

主 要 特 徴 で あ る。 そ の起 源 地 は， 東 ヨー ロ ッパ の平 原 地 方 と いわ れ て い る ［Ｍ ｔｉＬＬＥＲ－

ＢＥＣＫ　　１９６８，１９６７］。

　 この石 刃 技法 の発 展 が， 後 期 旧石 器 文化 時 代 にお ける寒 地 へ の ヒ トの 居住 空 間 の拡

大 に深 く関 わ りあ って い た こ と は， この 時期 の遺 跡 が， 中期 旧 石 器 時 代 ま で に遺 跡 が

認 め られ な か った 寒冷 地 域 にお い て急 増 す る現 象 か ら推 測 で き る。 つ ま り， ヒ トは後

期 旧石 器 時代 に本 格 的 に寒 地 に進 出 を し始 め， 樹木 の とぼ しい ッ ン ドラ地 帯 を も居 住

空 間 と した の で あ る。 この進 出の始 ま りは地 質 年代 で は 最 後 の 氷 河 期 （ヴ ュ ル ム氷

河 期， ウ ィス コ ン シ ン氷 河 期 ） の 前 期 か ら後 期 の こ とで， 放 射 性 炭 素 年代 で は， 今 か

ら約 ４０，０００年 か ら３０，０００年 前 以 降 の ことで あ っｔｃ。

　 現 在 まで にベ リンジ ア で確 認 され て い るパ レオ極 北 文 化 も， の ち に触 れ るよ うに，

石 刃技 法 に特 徴 づ け られ て い る。 しか し， このパ レオ極 北 文 化 の遺 跡 は，大 別 して，
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二 群 に分 け られ る。第 一 の遺 跡群 か ら は， 大 型 石 刃 と それ を加 工 した石 器 が 出 土 して

い る。 これ に対 し第 二 の遺 跡 群 か ら は大 型 石 刃 と と もに， 細石 刃 お よ び細石 核， 両 面

加 工 を 施 した 尖 頭 器 （ポ イ ン ト） も出 土 して い る。 この 両遺 跡群 は， 放 射 性 炭素 年 代

測定 に よ り， と もに 約 １１，５００年 前 か ら９０００～ ８０００年 前 に年代 づ け られ て い る。 大平 原

・南 西 部 地 方 で パ レオ ・イ ンデ ィア ン文 化 が発 展 した の とほ ぽ 同 じ時 期 に， ベ リンジ

ア に は文 化 内 容 の 若干 異 な るパ レオ 極 北 文 化 が存 在 して いた こ とに な る。

　 ア ラ ス カ とカ ナ ダ北 西 部 で は， １９７０年代 に 重 要 な調 査 計 画 が 実 施 され た 。 ま ず ，

ユ９７０年 に開 始 され た ア ラス カ を南北 に縦 断 す るパ イプ ラ イ ン敷 設 工 事 に伴 な う事 前 の

遺 跡 分 布 調 査 ［ＣＡＭＰＢＥＬＬ　 ｌ９７３］ と発 掘 調 査 ［ＣｏｏＫ （ｃｄ．）　 １９７１，１９７７］ で あ る。

この一 連 の調 査 は， ア ラス カ を縦 断 す る試掘 溝 を設 定 したの と同 じ意 味 を も って いた

［小 谷 　 １９７７］。 次 に， カ ナ ダ の ユ ー コ ン準州 の オ ール ド ・ク ロ ウ盆 地 で カ ナダ 国立 博

物 館 と トロ ン ト大 学 の研 究 者 に よ る大 規 模 な調 査 が実 施 され た 。 これ らは１９６０年 代 に

オ ー ル ド ・ク ロ ウ河 畔 で 採取 さ れ た古 い骨器 ［ＩＲｖｌＮＧ　ａｎｄ　ＨＡＲＩＮＧＴｏＮ　 Ｉ９７３］ の発

見 が発 端 に な った もの で あ る。調 査 の結果 ， ベ リンジ ア の古 環境 と人 類 の ベ リン ジァ

へ の 進 出 に深 い関 わ りが毒 る資 料 が 得 られ た ［ＢｏＮＮＩｃＨｓＥＮ　 １９７９；Ｍ ｏＲＬＡＮ　 １９８０；

ＪｏＰＬＩＮＧ，　ＩＲｖｉＮＧ　ａｎｄ　ＢＥＥＢＥ　 ｌ９８１；ＩＲｖＩＮＧ　 ｌ　９７８］。 また，古 環 境 につ い て の総 合

の 試 み が お こな わ れ たの も こ の 時 期 で あ る ［Ｈ ｏｐＫＩＮｓ　 １９７２，１９７９； ＣｏＬＩＮｖＡｕｘ

ｌ９８１］。 さ らに， 北 米 東 部 の ペ ン シル バ ニ ア州 で は， 人 類 の新 大 陸 へ の進 出 に直 接 関

連 す る資料 を提 出す る重 要 な調 査 が実 施 され て い る ［ＡＤｏｖＡｓｌｏ　ｅｔ　ａｌ． １９７７，１９７８ａ，

１９７８ｂ，１９８０，１９８２］。 これ らの新 事 実 に 照 ら して ， 約 １０年前 の知 見 に触 れ た筆 者 の旧

稿 ［小 谷 　 １９７４，１９７６］ は修 正 の必 要 が あ り， ま た，筆 者 自身 の考 え か た も若 干 変 化

した。

　 これ らの こ とを考 慮 して ，筆 者 は 次 の二 つ の作 業 仮説 に 従 って ，現 段階 に お け るベ

リ ンジア へ の ヒ トの進 出 につ いて の 研究 の現 状 を考 察 した い 。 そ の第 一 の 作 業仮 説 はジ

従 来 まで 新 大 陸 最古 と考 え られ て きた パ レオ ・イ ンデ ィア ン文 化 の特 徴 で あ る樋 状 剥

離 痕 を もつ 尖 頭 器 は 旧大 陸 に由 来 す る文 化 要 素 で あ り， ベ リンジ アを 経 由 して新 大 陸

に もた らされ た とす る考 え方 で あ る。 この考 え方 に従 う と，パ レオ ・イ ンデ ィア ン文

化 とほ ぼ同 質 ， 同 時 期 の先 史 文 化 が ベ リンジ ア に も存 在 して い た はず で ， そ の 先史 時

代 文化 は今 の と こ ろ未 発 見 で あ る と い う こ とに な る 。第 二 の作 業 仮 説 は， 新 大 陸 へ の

人 類 の渡 来 は， これ まで研 究 者 が考 え て い た の よ り も， 更 に古 い時 期 にお こ った こ と

で ，パ レオ ・イ ンデ ィア ン文 化 もパ レオ 極北 文 化 も， そ の古 い 時期 の先 史 文 化 か ら独

自の発 展 を遂 げ た もの で あろ う とす る考 え 方 で あ る。 この考 え 方 に従 うと， パ レオ 極
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北文化もパレオ ・インディアン文化 も，後に地域的発展を遂げた先史文化ということ

になる。

　このような視点を もって，人類の新大陸への渡来経路，氷河の消長にともなう陸橋

・回廊の存否，動植物相と気候変化などの古環境条件，北米や中南米において最古 と

みなされている先史文化の特徴，アラスカとカナダ北西部のパレオ極北文化の研究の

現状を概観 し，ベリンジアの先史学的知見にもとついて人類の新大陸への渡来のもつ

諸問題を検討したい。

皿． ベ リンジ アの 古環 境

１． 渡来経 路 の問題

　 ベ ー リング海 峡 地 域 （ベ リンジ ア） が 人 類 の新 大 陸 へ の渡 来 経 路 で あ った と い う見

解 は 古 くか ら主張 され， ほ ぼ す べ ての 研 究 者 の 意見 の一 致 を み て い る ［Ｗ ｉｌｌｅｙ　ａｎｄ

Ｓａｂｌｏｆｆ　 ｌ９８０，　Ｃｈａｐ．　ＩＩ］。 そ の根 拠 と して は， 原 住 民 の形 質 人 類 学 的特 徴 の類 似 ，

言 語 学 的 特 徴 の類 似 ， 文 化 要素 の類 似 な どが あ げ られ て きた 。 また ， 最近 の考 古 学 的

研 究 の 発 展 に よ り， ユ ー ラ シア大 陸 北東 部 とベ リ ンジ ア との 間 に，先 史 文 化 の類 似 が

認 め られ ， この 見解 の妥 当 性 を よ り強 固 に して い る ［ＡＮＤＥＲＳＯＮ　 １９８０］。

　 ベ リン ジア が新 大 陸 へ の 人類 の渡 来 経 路 で あ れ ば， ベ リン ジア に 新大 陸 人 類 の最 古

の 居 住 の痕 跡 が残 存 して い る と考 え られ ， そ れ に も とつ いて 渡 来 の 経 路 も具 体 的 に復

原 で き る はず で あ る。当 時 の考 古 学 的 知 見 に もと つ いて ，チ ャー ド ［Ｃｈａｒｄ　 １９６３］ は，

ベ リンジ ア 内 の人 類 の 渡 来 経 路 と して ， 次 の 二つ のル ー トを 想 定 した 。第 一 は，現 在

のチ ュ クチ 半 島 の北 極 海 沿 い にべ 一 リ ング 陸 橋 の北 部 を と お り， ア ラス カ のブ ル ック

ス山 脈 北 麓 をふ くむ 北 極海 沿岸 を通 過 して ， マ ッケ ンジ ー川 河 口付近 か らロ ッキ ー 山

脈 東 麓 を 南 下 す るル ー トで あ る。第 二 はベ ー リング海 峡 付 近 か らユ ー コ ン川 流 域 に は

い り， 上 流域 に達 して か ら ロ ッキ ー山 脈東 麓 に で るル ー トで あ る。 この第 二 の ル ー ト

に は二 つ の可 能 性 がか ん が え られ る。 一 つ は， ユ ー コ ン川 本 流 域 を さか の ぼ る もの で ，

現 在 の ユ ー コ ン ・タナ ナ高地 の北 方 を 通 り， ポ キ ュパ イ ン川 ， オ ー ル ド ・ク ロ ウ盆 地

に いた る。 もう一 つ は， ユ ー コ ン川 の 支 流 の タ ナ ナ川 を さか の ぽ り， ユ ー コ ン ・タナ

ナ高 地 の南 方 を と お る もの で あ る。 さ らに ，最近 ，第 三 のル ー トの可 能 性 と して ，ベ ー

リ ング 海 峡地 域 か ら南 東 に進 み， ア ラス カ南 海 岸 か ら北 西 海 岸地 域 へ南 下 す るル ー ト

が 考 慮 され て い る。 この ル ー トは， 古 くか ら，最 後 の氷 河 期 （ウ ィス コ ン シ ン氷 河 期 ）

に コル デ ィエ ラ氷 床 に 広 く覆 わ れ て い た と考 え られ て お り ［ＰＥｗＥ　 １９７５；ＣＯＵＬＴＥＲ

４９３
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ｅｔ　ａｌ． １９６５］， しか も現 在 の海 岸 地 形 が 急 峻 な た め ［ＢＲＹＡＮ　ｌ　９６９］， ヒ トの南 下 経

路 に は不適 当 と み な され て きた 。 この見 解 は洪 積 世 末 の氷 河 形 成 につ いて の知 見 に基

づ くとは い え， この地 域 の海 底地 形 は今 の と こ ろ明 らか に され て お らず ， ウ ィス コ ン

シ ン氷 河期 の海 水 準 低 下現 象 の も とで， どの よ うな 旧地 形 で あ った か は不 明で あ る。

また現 在 は急 峻 な海 岸地 形 に特 徴 づ け られ る もの の， ヒ トの居 住 に適 した平 坦地 も分

布 して い る。 これ らの こ とを基 礎 に お いて ， ア ラス カ南 海 岸 か ら北 西 海 岸 地 域 に いた

るル ー トを ，南 下 経 路 の一 つ の 可能 性 と して考 慮 す べ きで あ る との 主 張 が な され て い

る ［ＦＬＡＤＭＡＲＫ　１９７８，１９７９］。 この 主 張 の背 後 に は， オ ー ス トラ リア へ の 人 類 の渡 来

が何 らか の海 上交 通 手 段 に よ って お こな われ た こ と ［ＪＯＨＮＳＯＮ　 ｌ　９７０］ が あ る こ とは

い うまで もな い 。 同 時 に マ ンモ スな どの獣 骨 が最 近 ス シッ ナ川 流 域 で発 見 され， これ

に も とつ いて ウ ィス コ ン シ ン氷 河 期 に大 型哺 乳 動 物 や 人 類 が ア ラ スカ 山 脈 以南 に も居

住 して い たの で はな い か とす る ソー ソ ン ら ［ＴＨＯＲＳＯＮ　ｅｔ　ａｌ． １９８１］の 主 張 に も関 連

を もつ こ とは い うま で もな い。

２． 約２０，０００年 前以 降の 自然環境

　 ウ ィス コ ンシ ン氷 河 期 最 寒期 （約 ２０，０００年 前） 以 降 のベ リンジ ア の古 環 境 条 件 につ

いて は， ペ イ ウ ェイ ［ＰＥｗＥ　 ｌ９７５］，ホ プ キ ンス ［ＨｏｐＫＩＮｓ　 １９６８，１９７２，１９７９］，ブ

ッツ ァー ［ＢｕＴｚＥＲ　 １９７１］，　 フ リ ン ト ［ＦＬＩＮＴ　 ｌ９７１］，　 エ イ ジ ャー ［ＡＧＥＲ　 ｌ９７５］，

シ ュ ウ ェー ガ ー ［ＳｃＨｗＥＧＥＲ　 ｌ９７６］，コ リンヴ ォー ［ＣｏＬＩＮｖＡｕｘ　 ｌ９６４，１９６７，１９８１］

らに よ り詳細 に論 じ られ て い る。 後 に触 れ るカ ナ ダ の ユ ー コ ン準州 オ ー ル ド ・ク ロウ

盆 地 や 北 米東 北 部 の最 近 の考 古 学 的 知見 な どを 考 慮 して ， 確実 に ヒ トの 所 産 とみ な し

うる最 古 の石 器群 は約 ２０，０００年 前以 降 と筆 者 は考 え て い る。 そ の た め， こ こで は ウ ィ

ス コ ンシ ン氷 河 期末 期 （２０，０００年前 以 降） か ら沖 積 世 初 頭 だ け を取 扱 いた い。 そ して，

この時 期 を ， ウ ィス コ ン シ ン氷 河 期 の （１）最 寒 期 （約 ２０，０００年 前～ １４，０００年 前 ）， （２）最

末 期 （約 １４，０００年前 ～ １０，０００年 前 ）， お よ び （３）沖 積 世 初 頭 （約１０，０００年 前以 降） に分

け て， 氷 河 の 消長 と陸 橋 ・回 廊 の存 否， 動植 物 相 ， 気候 変 化 な ど につ いて触 れ る こ と

に す る。

　 　 　（１）　 ウ ィ ス ユ ン シ ン氷 河 期 最 寒 期

　 新大 陸 に お け る最後 の氷 河 期 ウ ィス コ ン シ ン氷 河 期 は， ふ つ う前 期 （約 ８０，０００年 前

～ 約３０，０００年 前） と後 期 （約 ３０，０００年 前 ～ 約 １０，０００年 前） に分 け られ る１）。 上 に触 れ

１）新大陸の氷河期の諸問題 について は，［ＷＲＩＧＨＴ　ａｎｄ　ＦＲＥＹ（ｅｄｓ・） １９６５］，［ＦＬＩＮＴ　１９７１］およ

　 び ［ＢｕｒＺＥＲ　１９７１］を参照 のこと。
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た よ うに， 新 大 陸 へ の人 類 の 渡 来 はい ま の と こ ろ約 ２０，０００年 前 と筆 者 は考 え て い るの で ，

こ こで は後 期 の み を取 扱 う。

　 （ａ） 氷 河 の消 長 と陸 橋 ・回廊 の 問題

　 こ こで氷 河 の 消 長 とい う の は， 主 と して， ウ ィ ス コ ン シ ン氷 河 期後 期 に拡 大 ， 縮 小

を繰 り返 した氷 河 の 動 きの こと を い う。氷 河 は大 量 の水 分 を 陸 上 に固定 す る機 能 を も

ち， 氷 河 の生 長 に必 要 な水 分 は， 雪 ・雨 の 形 で 供給 され ， そ の供給 源 は海 で あ る。 し

た が って氷 河 が生 長 す る と， 必 然 的 に海 水 量 が 減 少 し， 結 果 と して海 水面 が低 下 す る。

　 さて， ウ ィス コ ンシ ン氷 河 期 後 期 に， 世界 的 に氷 河 が 最 も発 達 した の は， い まか ら

約 ２０，０００年 前 で， この 時 期 を ウ ィ ス コ ン シ ン氷 河期 最 寒 期 （旧 大 陸 で はヴ ュル ム氷 河

期 最 寒 期） と呼ん で い る。 北 半 球 で はス カ ンジ ナ ビア半 島 ， 西 シベ リア ， ロ ッキ ー

山脈 北 部 ， ハ ドソ ン湾 ， グ リー ンラ ン ドに それ ぞ れ 中心 を もつ 大 規 模 な氷 床 が発 達 し

［ＦＬＩＮＴ　ｌ　９７１：４６３－４９７１， と くに， ハ ドソ ン湾 に中心 を もつ ロ ー レ ン シア氷 床 とグ

リー ン ラ ン ド氷 床 とは融 合 し， 現 在 の北 米 五 大 湖地 方， ニ ュ ー イ ング ラ ン ド地 方北 部 ，

大平 原地 方 の カ ナダ ・ア メ リカ の 国境 付 近 以 北 な どの広 大 な地 域 は， 厚 い大 陸氷 床 に

お お われ て いた 。 この氷 床 の西 端 は， ユ ー コ ン準 州 の マ ッケ ンジ ー河 口付 近 か らロ ッ

キ ー 山脈 東 麓 近 くに まで 達 して い た 。一 方 ， ロ ッキ ー 山脈 北 部 に 中心 を もつ コルデ ィ

エ ラ氷 床 は， カ ナ ダ の ブ リテ ィ ッシュ ・コ ロ ンビア州 か らユ ー コ ン準 州 南 部 に達 して

お り， さ らに西 方 に は， ア ラス カ 山脈 とア ラ ス カ半 島 へ伸 び て い た。 そ のた め ， ロー

レ ンシ ア氷 床 と コルデ ィエ ラ氷 床 が ， ロ ッキ ー 山脈 東 麓 で 融合 して い たか 否 か が ， 長

く問題 と され て きた 。 これ が 「回 廊 」 の存 否 の 問題 で あ る。

　 コ ルデ ィ エ ラ氷 床 と ロー レ ンシア氷 床 との 間 の 回廊 が存 在 して お れ ば， い いか え れ

ば両 氷 床 の末 端 が 相 互 に離 れて いた ら， ベ リンジ アの 人 類 が南 下 し，北 米 ・中南 米 各

地 に 進 出 す る経 路 がつ ね に存 在 して いた こ とに な る。 も し， 回廊 が存 在 せず ， い いか

え れ ば 両氷 河 が融 合 して い た な らば ， 人 類 の南 下 は融 合 の 期 間 に は 妨 げ られ て いた こ

とに な る。 回廊存 否 につ い て は， 賛 否 両 論 の 論争 が続 け られ た が ，現 在 で は 回廊 が 恒

常 的 に存 在 して い た とす る考 え か た が 有 力 とな った ２）が， 周 氷 河現 象 に 支配 さ れて い

た と考 え られ る 回廊 の 古 環境 につ いて は不 明 で あ る。

　 この 当 時， ア ラ ス カ のア ラス カ 山脈 以 南 は広 く氷 床 に お おわ れ て お り， ア ラ ス カ半

島 も大 部 分 が氷 床 下 に あ った と考 え られ て い る。 ま た， ブル ックス 山 脈 もか な りの広

が りを もつ 氷 河 に お お われ て い た と推 定 され て い る ［ＣＯＵＬＴＥＲ　ｅｔ　ａｔ， １９６５；ＰＥｗＥ

２）Ｃａｎａｄｉａｎ　Ｊ・ｕｍａｌ　・ｆ　Ａｎｔｈｒ・Ｐ・ｌｅｇ７　ｖｏｌ・１，　ｎｏ・１（１９７８）所載の諸論文 を参照のこと。

　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 ４９５
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図 １　 ウィスコ ンシン氷期最寒期 （約２０，０００年前）のア ラスカおよびパ レオ極北

　　　文化の遺跡の分布 ［小谷　１９７６：２９３］　　　　 　　　 、

氷河 ・氷床

森林

ス テ ップ ・ツ ン ドラ

べ一 リング陸橋の推定海岸線

１ オ ー ル ド ・ク ロ ウ （Ｏｌｄ　Ｃｒｏｗ）　 　 　 　 　 　 　 　 ２　トレイル ・ク リー ク （Ｔｒａｉｌ　Ｃｒｅｅｋ）

３ ギ ャ ラガー ・フ リ ン ト （Ｇａｌｌａｇｈｅｒ　Ｆｌｉｎｔ　Ｓｔａｔｉｏｎ） ４ ア ナ ング ラ ・ブ レイ ド （Ａｎａｎｇｕｌａ　Ｂｌａｄｅ）

５　オニ オ ン ・ポー テ イ ジ （Ｏｎｉｏｎ　Ｐｏｒｔａｇｅ）　　　　 ６　ドラ イ ・ク リー ク （Ｄｒｙ　Ｃｒｅｅｋ）

７ ヴ ィ レ ッジ（ヒー リー湖 ）（Ｈｅａｌｙ　Ｌａｋｅ　Ｖｉｌｌａｇｅ）　 ８ ドゥナ リ ・ リッジ （Ｄｅｎａｌｉ　Ｒｉｄｇｅ）

９ プ トゥ （Ｐｕｔｕ） ．　 　 ’　 　 　 　 　 　 　 　 １０ ウガ シ ック ・ナ ロ ウ （Ｕｇａｓｈｉｋ　Ｎａｒｒｏｗ）

４９６
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１９７５］。 しか し， 現 在 の ア ラス カ の北 極 海 沿 岸 や ア ラ ス カ 内陸 のユ ー コ ン川 流 域 の低

地 には氷 河 は存 在 せ ず ，後 に触 れ る よ うに ， ス テ ップ状 ッ ン ドラが広 が って い た。 ベ

ー リング海 峡 付 近 もス テ ップ状 ッ ン ドラ にお お わ れ た陸 橋 （陸 地） で
， シベ リア東 部

とア ラス カ と は陸 続 きで あ った。

　 氷 河 ・氷 床 の発 達 に つ れ て， 海 水 準低 下 現 象 が お こ り， 大 陸棚 上 の浅 い海 は陸 地 化

す る こ とに な った 。 ウ ィス コ ンシ ン氷 河 期 最 寒期 に は，す くな くと も １００ｍ か ら １２０

ｍ の海 水 準低 下 が お こ り， 理 論 的 に は， 現 海 深 がす くな くと も １００　ｍ の海 底 まで 陸

化 して いた こと にな る。 しか し， 海 水 準 低 下 の規 模 につ い て は， 世界 的 には， 一 定 の

数 字 は得 られ て お らず ， と くに， 氷 河 や 氷 床 の 重 量 に よ り低 下 して いた陸 塊 が氷 河 ・

氷 床 の消 滅 のの ち隆 起 した こ との わか って い る地 域 で は， 現 在 の海 深 か ら当時 の海 水

面低 下 の規 模 を 推 測 す るの は 困難 で あ る。

　 ベ ー リ ング海 峡 付 近 の水 深 は， 現 在 ， 約 ３８ｍ で あ る。 そ れ以 上 の海 水準 低 下 が お

こ る と， 理 論 的 に は， ベ ー リング海 峡 は陸 地 にな り， ア ラ ス カ と シベ リア は陸 続 き に

な る。 この陸 地 が 「ベ ー リング陸 橋 」 と よば れ る。現 在 の水 深 か ら推 測 して， 最 寒 期

の ベ ー リ ング海 峡 付 近 は， 南 は北 緯 ５４度 付 近 の プ リ ビ ロフ諸 島 とア ナデ ィール 湾 南 端

を 結 ぶ線 か ら， 北 はチ ュ クチ海 の ラ ンゲ ル 島 付 近 ま で 陸地 で あ った と され て い る。 そ

の幅 は， 最 も狭 い と こ ろで も約 ６００ｋｍ にお よん で い た。

　 ウ ィス コ ンシ ン氷 河 期 の 最寒 期 に海 水 準 は少 く とも約 １００ｍ は低 下 して い た。 最 寒

期 を す ぎ る と氷 河 ・氷 床 は後退 し始 め， それ につ れ ，海 水 面 は徐 々 に上 昇 した と考 え

られ る。 いま か ら約 １４，０００年 前 に は， 海 水 準 は現 在 よ り も約６０ｍ 低 い水 準 ま で 回復 し

た と され て い る。

　 最 寒 期 か ら約 １４，０００年 前 まで の ベ リ ンジ ア は， 陸 地 や 陸橋 が次 第 に狭 くな りつつ あ

り， 陸 地 の水没 現 象 が起 って いた とい え る。 しか し， 海 峡 付 近 に は， 依 然 と して ベ ー

リ ング陸 橋 は存 在 して お り， シベ リア （旧大 陸 ） とア ラス カ （新 大 陸 ） は陸 続 きで あ

った。 ベ リンジ ア の東 方 に位 置 す るカ ナダ 北 部 は ロー レ ン シア氷 床 に広 くお お わ れ，

ヒ トの東 方 へ の移 動 の障 害 にな って い た。 ア ラ スカ南 部 に も コル デ ィ エ ラ氷 床 が伸 び

て い た と考 え られ るが， 上 に も触 れ た よ う に， 最 近 にな って大 型 哺 乳 動 物 の獣 骨 が ア

ラ ス カ 山脈 の南 方 で発 見 され て お り， この地 域 の古 環 境 の再 検討 が必 要 にな って きた

［ＴＨＯＲＳＯＮ　ｅｔ　ａｌ．　 １９８１］。

　 これ らの こ とか ら， この時 期 に は， 人 類 は シベ リア （旧大 陸） とア ラ スカ （新 大 陸 ）

の 間 を 自 由 に往 来 で き， 後 に触 れ る よ うに， 両 地 域 の動 植 物 な ど は 同質 で あ った と考

え られ る ので ， 移 動 に と もな って生 業 活 動 を 変 化 させ る必 要 は存 在 しな か った。

４９７
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　 （ｂ） 動 植 物 の 分 布

　 植 物 分 布 の 変 遷 を詳 細 に理 解 す るた め に必 要 な花 粉 分 析学 的調 査 は， 広 大 なベ リン

ジア地 域 の なか で は， 限 られ た地 点 で しか 実施 さ れて い な い。 た とえば ，南 西 ア ラ ス

カ に お け る コ リンヴ ォ ー の研 究 ［ＣｏＬＩＮｖＡｕｘ　 ｌ９６４，１９６７，１９８１］， 北 西 ア ラス カ に

お け る シュ ウ ェ ーガ ー の研 究 ［ＳＣＨＷＥＧＥＲ　 ｌ９７６］， ア ラス カ 内陸 タナ ナ 川 流域 に お

ける エ イ ジ ャー の調 査 ［ＡＧＥＲ　 １９７５］な どで あ る。

　 エ イ ジ ャ ーの ア ラス カ 内陸 部 に お け る湖 底 堆 積 土 の 花粉 分 析 の結 果 に よ る と， ア ラ

ス カ 内陸 部 で は約 １６～ １７，０００年 前 まで お よ ぷ花 粉 スペ ク トラムが 得 られ ， そ れ に もと

づ き ４花 粉 帯 が 確 立 されて い る。 最 古 の 花粉 帯 １は， 今 か ら１４，０００年 以 前 に対比 さ れ

［ＡＧＥＲ　 ｌ　９７５：ｉｉ　ａｎｄ　８３］， 高 率 の イネ 科植 物 と ヨモ ギ 属 の植 物 の花 粉 ， お よ び低 率

の スゲ や ヤ ナ ギ の花 粉 に特 徴 づ け られ る。 トウ ヒ， カバ ，ハ ンノキ な どの北 方 系 の樹

木 の花 粉 は ご く少 な い。 この こ と は， ア ラス カ 内陸 部 はス テ ップ 状 の ヅ ン ドラで あ っ

た ことを 示 す 。 この ステ ップ 状 ッ ン ドラは， ユ ー コ ン河 口付 近 の低 地 帯 に も広 が って

お り， ベ ー リング陸 橋 の 大 部 分 を お お って い た ［Ｈ ｏＰＫＩＮｓ　 ｌ９７２，１９７９； ＦＲＥＮｚＥＬ

１９６８；，ＣｏＬＩＮｖＡｕｘ　 １９６４， １９６７，１９８１］。 一 方 ， 北 方 針葉 樹 林 はユ ー ラ シア の北 部

に細 長 く， 断続 的 に存 在 す るだ けで ， そ の北 方 に は ツ ン ドラ と局地 的 に 氷 河 が広 が

って い た と考 え られ る。 この 時 期 に北 方 針 葉 樹 林 帯 の 分布 域 が極 めて 狭 か った こ と

［ＨｏＰＫＩＮｓ　 Ｉ９７９］ は， ヒ トの寒 地 へ の 進 出 の 問題 を考 え る と きに重 要 な 意 味 を も

つ ◎

　 こ の時 期 の気 候 は， 現 在 よ り も，年 平 均 気 温 が 数 度 は低 か った と推 測 され る。 そ し

て， ベ ー リング陸 橋 の存 在 に よ り大 陸 性気 候 の特 徴 が よ り顕 著 に な り， 比 較 的短 く暑

い夏 と長 く厳 しい冬 に特徴 づ け られ て いた と考 え られて い る ［ＡＧＥＲ　 ｌ９７５］。

　 ス テ ップ ・ツ ン ドラの 環境 に は イ ネ科 や ヨモ ギ 属 の植 物 が お お く， 哺乳 動物 の生 息

に は適 して い た と推 測 され る。 この 時期 に草 食 性 哺乳 動物 が豊 富 に生 息 して い た こ と

は， 古 生物 学 的 資 料 に よ り示 さ れ て い る ［ＧｕＴＨＲＩＥ　 ｌ９６８ａ，１９６８ｂ；ＰＥｗＥ　 ｌ９７５：

８８－１０３；ＨｏｐＫＩＮｓ　 ｌ９７９］。第 １表 は， 現 在 まで に確 認 され て い る， ウ ィス コ ン シ ン

氷 河 期 後 期 に ベ リ ンジァ 地 域 に 生 息 して い た主 要 な哺 乳 動 物 を示 す 。 これ らの哺 乳 動

物 の 主 な食 性 を み る と， 草 食性 大 型 動物 が圧 倒 的 に多 い こ とが注 目 され る 。ガ ス リー

［ＧＵＴＨＲＩＥ　Ｉ９６８ａ］は， これ らの 大 型 動物 の う ちバ イ ソ ン， ウマ ， マ ンモ ス がア ラ ス

カ 内陸 部 の哺 乳 動 物 相 の 大 部 分 を 占め て い た と解 釈 して い る。 しか し， これ らの 資 料

は鉱 山の 採掘 活 動 な どの 過 程 で得 られ た ものが 多 く，絶 対 年 代 の 点 に問 題 が残 る。

４９８・
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　　　　 表 １　 ウィスコンシン氷河期 にベ リンジァに生息 していた主 要な哺乳動物 と

　　　　 　　　 その食性 および現在の生息状況

名 称 と 学 名 陣 況 １ 食 性
コ ヨ ー テ 　 　 Ｃａｎｉｓ　ｌａｔｒａｎｓ

ラ イ オ ン の 一 種 　 　 Ｐα磁 θ７α 碑 ｏκ

ジ リス 　 　Ｃｉｔｅｌｌｕｓ　ｕｎｄｕｌａｔｕｓ

トナ カ イ 　 　 Ｒαπ９⑳ ｒ∫α７αηぬ ５

レ ミ ン グ 　 　Ｌｅｍｍｕｓ　ｓｉｂｉｒｉｃｕｓ

ア カ キ ツ ネ 　 　 殉 砂雛 膨 砂蹴

ウ マ 　 　ＥｇＵＵＳ　ｃａｂａｌｌＵＳ

ア ナ グ マ 　 　 Ｔａｘｉｄｅａ　ｔａｘｕｓ

サ イ ガ カ モ シ カ 　 　 ５α忽α物 θ∫

ヒ ツ ジ 　 　 Ｏｖｉｓ　ｄａｌｌｉ

ホ ッキ ョ ク ギ ツ ネ 　 　ＡｌｏＰｅｘ　ｌａｇｏＰＵＳ

ツ ン ド ラ ウ サ ギ 　 　ＬｅＰｕｓ　ｏｔｈｕｓ

ヤ マ ネ コ　 　 Ｌ２ｎｘ　ｃａｎａｄｅｎｓｉｓ

ジ ヤ コ ウ ウ シ 　 　Ｂｏｏｔｈｅｒｉｔｔｍ　ｎｉｖｉｃｏｌｅｎｓ

ジ ヤ コ ウ ウ シ 　 　の 励 ｏ∫６α〃妙 ｏη５

ジ ヤ コ ウ ウ シ 　 　Ｏｖｉｂｏｓ　ｍｏｓｃｈａｔｕｓ

バ イ ソ ン （絶 滅 種 ）　 Ｂｉｓｏｎ　Ｐｒｉｓｃｕｓ

オ オ ナ マ ケ モ ノ　 　 Ｍ ｅｇａｌｏｎ！ｘ　ｓｐ．

ビ ー バ ー 　 　 Ｃａｓｔｏｒ　ｓｐ．

ム ー ス 　 　 Ａｌｃｅｓ　ａｌｃｅｓ

マ ン モ ス 　 　Ｍ ａｍｍｕｔｈＵＳ　Ｐｒｉｍ　ｉｇｅｎｉＵＳ

ク マ （絶 滅 種 ）　 』物 ぬ∫∫加 鰐

オ オ カ ミ　 　 Ｃａｎｉｓ　ｌｕＰｕｓ

グ ズ リ　 　 （；ｕｌｏ　ｇｕｌｏ

ヒ グ マ 　 　 Ｕｒｓｕｓ　ａｒｃｔｏｓ

オ オ シ カ 　 　 Ｃｅｒｖａｌｃｅｓ　ａｌａｓｋｅｎｓｉｓ

ヤ ク 　 　 Ｂｏｓ　ｂｕｎｎｅｌｌｉ

エ ル ク ジ カ 　 　 Ｃｅｒｖｕｓ　ｅｌａＰｈｔｔＳ

ラ ク ダ 　　　ＣａｍｅｌｏＰｓ　ｓｐ．

マ ス ト ド ン 　 　 Ｍ ａｍｍｕｔ　ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ

剣 歯 虎 　 　Ｈ ｏｍｏｔｈｅｒｉｕｍ　ｓｅｒｕｍ

十

＊

十

十

十

十

＊

＊

＊

十

十

十

十

×

×

＊

×

×

十

十

×

×

十

十

十

×

＊

＊

＊

×

×

Ｃ

Ｃ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｃ

Ｇ

Ｃ

Ｇ

Ｇ

Ｃ

Ｎ

Ｃ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｇ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｇ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｎ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｎ

Ｃ

汎例 ：　 ×　 現在は絶滅

　　　　 ＊　 現在 アラスカには生 息 しない

　　　　＋　現在 もアラスカに生 息

　　　　（［ＧｕＴＨＲＩＥ　ｌ　９６８ａ］お よび ［ＰＥｗＥ

Ｇ 草食性

Ｎ　 禾本科以外の植物 に依存

Ｃ　肉食性

１９７５＝９１－１０３］より作成）

　　（２）　 ウ ィ ス コ ン シ ン氷 河 期 最 末 期

（ａ） 氷 河 ・氷 床 の 後退 と陸 橋 の 消 滅

ウ ィス コ ンシ ン氷 河 期 の 最 寒期 の後 ，氷 河 ・氷 床 は後退 の 一 途 を た ど った。 それ に

　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　 ４９９



国立民族学博物館研究報告　　８巻 ２号

と もな い，海 水 面 は上 昇 を 続 けた 。 ホ プ キ ンス ［ＨｏＰＫＩＮｓ　 ｌ９７９］に よ る と， 約 １３，０００

年 前 に は， 海 水 準 は現 在 よ り約 ３８ｍ 低 い と ころ まで 回 復 し， セ ン ト ・ロー レン ス島

と シベ リア の間 に は海 峡 が成 立 し始 め た。 約 １２，０００年 前 ごろ に は海 水 準 はさ らに上 昇

して ，今 よ り約 ３０ｍ 低 い と こ ろ ［ＨｏＰＫＩＮｓ　 ｌ９７９］ にな り， セ ン ト ・ロー レ ンス島

とア ラス カ本 土 の間 は海 峡 とな り， ラ ンゲ ル 島 もチ ュ クチ海 に あ らわ れ た と考 えて い

る。 そ して， 今 か ら約１０，０００年 前 に は， 海 水 準 は上昇 して現 在 よ りも約 ２０ｍ ほ ど低

いだ けに な り， ベ ー リング海 峡 は ほ ぼ現 在 と同 じ姿 に な った 。 しか し， コツ ェ ビ ュ ー

湾 や ノー トン湾 は陸地 の ま まで あ り， ヌニバ ック島 もユ ー コ ン ・ク ス コキ ウム低 地 の

一 部 で あ った と され る。

　 この海 水 準 上 昇 に と もな い， 両 大 陸 の間 の 陸橋 は， 約 １３，０００年 前 に姿 を消 し， 両 大

陸 間 の 陸地 に よ るつ なが りは断 たれ た。 そ の 後， 現 在 に いた るま で， この地 域 に は陸

橋 は存 在 しな か った こ と はい うま で もな い。 一方 ， 地 上 の氷 河 ・氷 床 も徐 々 に後 退 し，

ロ ー レ ンシ ア氷 床 ， コルデ ィエ ラ氷 床 と も， そ の規 模 が縮 小 して き た。 上 に触 れ た よ

うに，南 方 へ の 回廊 の幅 は時 間 の経 過 とと もに広 が った と考 え られ る。

　 （ｂ） 動 植 物 の 分 布

　 ア ラス カ 内陸 部 に お け る花粉 分 析 学 的 研 究 に よ る と ［ＡＧＥＲ　 ｌ９７５］， この時 期 を あ

らわす 花粉 帯 ２は， 高 率 の繧 小 な カバ 類 の花 粉 と減少 傾 向 に あ る イネ科 植 物 ， ス ゲ 属 ，

ヤ ナギ 属 な どの 花粉 に特 徴 づ け られ る。 この こ と は， ステ ップ 的 環境 の縮 小 を意 味 す

る。 それ につ れ て， 樹 木 性 の花粉 が 増加 しは じめ ，北 方系 針 葉 樹 林 が 進 出 しは じめ た

こ とを示 して い る。 この ステ ップ の 消 滅 と森 林 進 出 を 示 す花 粉構 成 の変 化 は， ウ ィス

コ ンシ ン氷 河期 の最 末 期 に，気 候 が 比 較的 温 暖 か つ湿 潤 に な った こ とを示 唆 して い る。

　 この気 候 変 化 と植 物 分 布 の 変 化 は， ア ラス カ を は じめ とす る北 極周 辺 の動 物 の 分 布

に きわ めて 大 きな影 響 を与 えた こ とが 予想 され る。 そ れ は， イ ネ科， スゲ 属 ， ヤナ ギ

属 な ど のス テ ップ 的環 境 に生育 す る植 物 が減 少 し， そ の た め大 型 草 食性 動物 が減 少 し

た こ とを 意 味 す る。哺 乳 動 物 の 個 体群 を支 え る食 料 の 減少 は， 当 然 の こ とな が ら， 哺

乳 動物 の種 類 と個 体 数 の構 成 に大 きな影 響 を与 え た はず で あ り， ヒ トの 狩猟 対 象 に も

大 き な変 化 が もた らされ た はず で あ る。 この時 期 に比 定 さ れ るア ラス カ 内陸 の遺 跡 か

ら は， 断 片 的 で はあ るが， 獣 骨 資 料 が 出土 して い る。 た とえ ば， ドラ イ ・ク リー ク遺

跡 の第 ］１文 化 層 か らは， ウ マ と絶 滅 種バ イ ソ ンの 骨 や 歯 が 出土 し，１０，６９０士 ２５０Ｂ・Ｐ・

（ＳＩ－１５１６） と ９３４０圭 １９５　Ｂ．　Ｐ・（ＳＩ－２３２９） に年 代 づ け ら れ て い る ［ＴＨｏＲｓｏＮ　ａｎｄ

Ｈ ＡＭＩＬＴｏＮ　 ｌ９７７］。 ヒー リー湖 の ヴ ィレ ッジ遺 跡 の最 下 層 は，８２１０土 １５５　Ｂ・Ｐ・（ＳＩ一

５００
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７３８）と １１，０９０士 １７０Ｂ．　Ｐ．（ＧＸ－１３４１）の 年代 が 与 え られ ， 同 定 不能 の小 型 哺 乳 類 の

骨 と鳥骨 の破 片 が 多 数 出土 して い る ［ＣｏｏＫ：ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　 ｌ９７３］。 最

近 ア ラス カ 内陸 か らマ ンモ ス な ど の大 型 動物 の 資料 ［ＴＨＯＲＳＯＮ　ｅｔ　ａｔ・ １９８１］や バ イ

ソ ンの 骨 も報 告 され て い る ［Ｗ ＥＢＥＲ　６♂砿 　 １９８１］。 しか し・ これ ら⑱資 料 は断 片 的 で

あ り， この 時期 の動 物 相 の変 化 の復 原 は今 後 の 研究 を待 た ね ば な らな い。

　　 （３） 沖 積 世 初 頭

　（ａ） 氷河 ・氷床の後退 と海水面変化

　沖積世 （１０，０００年前以降）における氷河 ・氷床の後退は，約６～７０００年前のいわゆる

後氷期温暖期に至 るまで継続 し，コルディエラ，ローレンシア両氷床は後退 ・消滅 し

た。その後退につれ，カナダ北部とカナダ東部の北極海沿岸地域は初めて人類の居住

空間として利用できることになった。また，海水準 も上昇 しつづけ，約８０００年前に現

在と同 じ水準に達しお後，今から６０００～７０００年前の小海進期 （日本の縄文海進期に相

当）には，現在よりも数ｍ も高い海水準になった地域 もある。その後，海水面，氷河

はともに若干の変化をたどりながら，現在にいたっている。

　（ｂ） 動植物 の 分 布

　沖積世を表わす花粉帯は， ３Ａ と ３Ｂ に分けられている ［ＡＧＥＲ　１９７５］。花粉 帯

３Ａ は約１０，０００年前から約８４００年前までの期間を表わし， トウヒなどの樹木性花粉の

急増に特徴づけられる。このことは，北方系森林の進出を意味 しており，アラスカ内

部では，およそ９０００年前までに，針葉樹林が成立 していたことを示 している。

　花粉帯 ３Ｂ［ＡＧＥＲ　ｌ９７５］は，約８４００年前から現在までの期間に相当する。この花

粉帯の特徴は，ハ ンノキ属の植物の花粉の増加とトウヒの花粉の減少にもとめられる。

この変化は，沖積世初頭に，急速に侵入 してきた トウヒを中心とす る森林のなかに，

ハンノキ属の植物が進出してきたことを示し，沖積世における北方系森林の構成に変

化のおこったことを示 している。

　上に触れたドライ ・ク リーク遺跡の獣骨が示唆しているように，ウマや絶滅種のバ

イソンはこの時期の初頭まで生きのびていた。しかし，各種の哺乳動物がそれぞれ沖

積世のいつまで生存 しつづけたかは，各哺乳類についての知見が十分でなく，現在の

ところ不明である。ただし，花粉分析学的資料が示唆する北方系森林の進出とステ ッ

プ状ツンドラの消滅が，動物相の変化に大きな影響を与えたことは，第 １表か らも推

測 しうる。その影響は，草食性大型動物に大きくみられる。その結果，かつて生存 し
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ていた大型哺乳動物の多 くは地上から絶滅 して しまったか，アラスカには現存 しない

かのいずれかである３）。

皿． 「先 パ レオ ・インデ ィア ン文 化 」

　新大陸各地からは，パ レオ ・インディアン文化よりも年代的に古いとみなされる遺

跡 ・遺物が多数報告 されてきている。これらの資料にもとついて，押圧剥離技法によ

り製作された定型化した尖頭器に特徴づけられるパレオ ・インディアン文化以前に，

非定型の打製石器に特徴づけられる文化が存在していたのではないかとする 「先尖頭

器文化」の存在がクリーガーにより提唱されたことがある ［ＫＲＩＥＧＥＲ　ｌ９６４］。 しか

しながら，これ らの古いとみなされている遺物 ・遺跡は，打製石器は普遍的に存在す

る石器で文化の指標になりえないこと，地質年代的な位置付けが明確でないこと，動

物相が共伴 しないこと，放射性炭素年代の測定に問題があることなどの理由により，

論拠が不十分 といわざるをえず，その存在は否定 されるにいたっている。

　現在までに報告され， 「古い」と考えられている諸遺跡の うち， 地質学的な位置づ

けが明確であり，古環境との関連が明瞭であり， しかも，す くなくとも放射性炭素年

代測定により年代がわかっているという基本的条件を備えているのは，メドウクロフ

ト岩陰遺跡 （北米ペンシルバニア州）であろう。このほか，メキシコの トラバコヤ遺

跡，ペルーのギタレロ洞穴遺跡，ピキマチャイ洞穴遺跡などもあげられる。

　 （ａ）　 メ ドウ ク ロ フ ト岩 陰遺 跡

　 メ ドウク ロフ ト岩 陰 遺 跡 は， ア メ リカ合 衆 国東 部 の ペ ン シルバ ニ ア州 南 西 部 に位 置

す る遺 跡 で ， １９７３年 以 来 ， ピ ッッバ ー グ大 学 の ジ ェ イム ス ・Ｍ ・ア ドヴ ァシオ 氏 を 中

心 に発 掘 調 査 され て き た。 遺 跡 の調 査 に は，考 古 学者 だ け で な く，地 質 学 者 や 古 環境 条

件 の復 原 に必 要 な 関連 諸 分 野 の研究 者 が参 加 し，総合 調 査 が お こ なわ れ た ［ＡＤＯＶＡＳＩｏ

θ‘認 　 １９７７，１９７８ａ，１９７８ｂ，１９８０］。 本 論 に関 係 が あ るの は， 第 皿ａ層 の 出土 遺 物 と放

射性 炭 素 年 代 で あ る。

　 第 Ｊａ層 の下 部 は， 放 射 性 炭 素 年代 測 定 に よ る と， １９，６００土 ２４００Ｂ．　Ｐ，（ＳＩ－２０６０）

か ら １２，８００士 ８７０Ｂ．　Ｐ．（ＳＩ－２４８９）の 聞 に ６点 の年 代 が え られ ， ２ｘｏレオ ・イ ンデ ィア

ン文 化 よ り も古 い こ とを示 す ［ＡＤｏｖＡｓｌｏ　ｅｔ　ａｔ． １９７８ｂ］。

３）新 大 陸 に お け る洪積 世 末 か ら沖 積 世 初 頭 の動 物相 の変 化 につ いて は， ［Ｍ ＡＲＴＩＮ　ａｎｄ　Ｗ ＲＩＧＨＴ

　 （ｅｄｓ．） １９６７］に 詳 し く論 じ られ て い る 。
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　 第 皿ａ層 出 土 の石 器 は， １３個 の石 器 と ４００点 余 の剥 片 か らな る。 石 器 は石 刃 （６点 ），

調 製 痕 の あ る剥 片 （１点 ）， 両 面 加 工 の ナ イ フ型 石 器 （２点 ）， 小 型 のグ レイバ ー （２

点 ）， 尖 頭 器 （１点） な ど が あ る。 剥 片 の な か に は， 石 器 に両 面 加 工 を施 し調 製 を加

え る と きに え られ る小 剥 片 も報 告 され て い る ［ＡＤｏｖＡｓＩｏ　ｅｔ　ａｔ． １９７８ｂ］。

　 出土 して い る石 器 の数 は多 くな い が， 注 目 され るの は石 刃 と尖 頭 器 の存 在 で あ る。

石 刃 はパ レオ極 北 文 化 に と もな うよ うな大 型 石 刃 で は な い が， 剥 片 の 長軸 と巾 の比 が

２ ：１とい う石 刃 の基 本 的 要 件 を備 えて い る。石 核 が 出 土 して い な い ので石 刃 の製 作

技 法 は不 明 で あ るが，石 刃 技 法 が援 用 され た と推定 で き る。一 方 ， 尖 頭 器 は両 面 に細

か な調 製 の痕 跡 を の こ して お り， そ の形 態 は不 整三 角 形 な い し将 棋駒 状 の五 角 形 とい

う こ とが で き る。 両 面 加 工 の 痕 跡 は， こ の尖 頭 器 だ けで な く， 他 の石 刃 や剥 片 に も認

め られ て い る 。

　 さ らに， メ ドウ ク ロ フ ト岩 蔭 遺 跡 の 古 環境 の 研 究 に よ り， ウ ィ ス コ ン シ ン氷 河 期 最

寒 期 か ら末 期 の遺 跡 周 辺 の 自然 環境 は， 現 在 の それ と大 差 が な か った こ とが指 摘 され

て い る ［ＡＤｏｖＡｓＩｏ　ｅｔ　ａｌ． １９７８ｂ； ＡＤｏｖＡｓＩｏ　ｌ９８２］。

　 第 皿ａ層 下 部 の古 さ にた い して は，若 干 の疑 問 が提 出 され て い るが ［ＨＡＹＮＥｓ　 ｌ９８０］，

複 数 の放 射性 炭 素 年 代 が 層 位 的 に矛 盾 な く得 られ て お り， 古 さ につ いて は問題 は な い

と調 査 者 は考 えて い る ［ＡＤｏｖＡｓＩｏ　８♂磁 　 １９８０］。

　 メ ドウ ク ロフ ト岩 蔭 遺 跡 か ら得 られ た 資 料 は， ウ ィス コ ンシ ン氷 河 期 最 寒期 の ころ

に， す で に北 米 に人 類 が生 存 して いた こ とを 示 して い る。 そ して ， 北 方 に ロー レ ンシ

ア氷 床 が発 達 し， その 厚 さが １０００ｍ を 越 えて いた と想 定 され る に もか か わ らず， 現

在 と同 じ よ うな 自然 環 境 が 存 在 して い た こ とを 示 して い る。 さ らに重 要 な こ とは， パ

レオ ・イ ンデ ィア ン文 化 の 尖 頭器 を特 徴 づ け る石 刃 技 法 と細 か な押 圧 剥 離技 法 ， お よ

び 尖 頭 器 が存 在 して いた こ と は，時 期 的 に後 に発 展 す る こ とに な る ク ロー ヴ ィス， フ

ォル サ ム な ど の特 殊 な形 態 の 尖 頭器 の製 作 技 法 が す で に この時 期 に存 在 して い た こ と

を 示 して い る 。

　 （ｂ）　 ピキ マ チ ャイ洞 穴 遺 跡

　 ペ ル ー の ア ヤ ク チ ョ地 方 の考 古 学 的 ， 植 物 学 的調 査 が１９６０年 代 後 半 に実施 さ れ， そ

の調 査結 果 の概 要 が発 表 され て い る ［Ｍ ＡｃＮＥＩｓＨ　 ｌ　９６９，１９７１；Ｍ ＡｃＮＥＩｓＨ，　ＮＥＬＫＥＮ－

ＴＥＲＮＥＲ　ａｎｄ　ＣｏｏＫ　ｌ　９７０］。 そ れ に よ る と， ピキ マ チ ャイ洞 穴 か ら， パ レオ ・イ ン

デ ィア ン文 化 よ り も古 い時 期 に対 比 さ れ るパ カ イカ サ 文 化 とア ヤ クチ ョ文 化 の存 在 が

認 め られ た 。
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　 パ カ イカサ 文 化 は， １９，６００」＝３０００Ｂ．Ｐ．か ら １４，７００＝Ｌ１４００　Ｂ．Ｐ．の間 に位 置 づ け

られ る とい う。この 文 化 の石 器 は大 型 か つ粗 雑 な作 りで あ る ［Ｍ ＡｃＮＥＩＳＨ　 ｌ９７１］。主

な石 器 と して， サ イ ド ・ス ク レイパ ー， チ ョ ッパ ー， ク リー バ ー ，鋸 歯 状 石 器 な どが

報 告 され て い る。 しか し， そ の石 材 は， 主 と して 火 山性 の凝 灰 岩 で， 石 器 製 作 技 法 の

詳 細 な観 察 を す る に は不 適 当 な石 質 で あ る。 そ れ ゆ え， こ こで は， パ カ イ カサ 文 化 は

考 察 の対 象 か ら除 外 した い。

　 次 のア ヤ クチ ョ文 化 は， ピキ マ チ ャイ洞 穴 の 第 ｈ １層 と ｈ層 か ら出土 し，１４，１５０士

１８０Ｂ．　Ｐ．に年 代 づ け られ て い る。 出土遺 物 に は， チ ョ ッパ ー， ス ポ ー ク シェ イ ブな

ど の礫 器 もあ るが， 大 多 数 は， ビ ュ ラ ン， グ レ イバ ー ， サ イ ド ・ス ク レ イパ ー， 鋸 歯

状 剥 片 ， 尖 頭 器 な どの剥 片 石 器 か らな る。 また ， 少 数 で は あ る が， 骨 角 器 も共 伴 して

い る。 ア ヤ クチ ョ文 化 の地 層 か らは， オ オ ナ マケ モ ノ， ウ マ， 剣 歯 虎 ， ピ ュー マ， ス

カ ンク， 絶 滅 種 の シカ， マ ス トド ンな ど ，遺 跡 周 辺 か ら姿 を消 して い るか ，絶 滅 した

哺乳 動物 の骨 が 出土 して い る。

　 以 上 の よ う に， ア ヤ クチ ョ文 化 は剥 片石 器 を主 体 とす る石 器文 化 で あ り， その放 射

性 炭素 年 代 は， 今 の と こ ろ， 北 米 のパ レオ ・イ ンデ ィア ン文 化 の年 代 よ り も少 し古 い

こ とを示 して い る。 この文 化 に石 刃 技 法 が認 め られ な い こ と は， あ るい は， 石 刃 技法

以 前 の 一段 と古 い段 階 の人 類 の渡 来 を 示 唆 す る ものか も しれ な い が ［ＲＯＵＳＥ　 １９７６］，

この 問 題 の解 明 は将 来 の 課 題 で あ る。

　 （ｃ）　 ギ タ レ ロ洞 穴 遺 跡

　 ペ ル ー の カ リェ ホ ン ・デ ・ワイ ラス地 方 で １９６８年 に発 掘 され た ギ タ レロ遺 跡 に お い

て ， ギ タ レ ロ １コ ンプ レ ックス とギ タ レｎ 皿 コ ンプ レ ック ス が確 認 され た 。放 射性 炭

素 年 代 測 定 によ る と， ギ タ レ ｍ 皿 コ ンプ レ ックス は，１０；５３５士 ２９０Ｂ．　Ｐ．（ＧＸ－１７７８），

１０，４７５±３００Ｂ．　Ｐ．（ＧＸ－１７８０） の 年代 が え られ て い る。 一方 ， ギ タ レ ロ １コ ンプ レ

ック ス は， １２，５６０士 ３６０（ＧＸ－１８５９） と ９７９０± ２４０（ＧＸ－１７７９）に 年 代 づ け られ て

い る。 後 者 の年代 は， 調 査 者 に よ る と， 試 料 の量 が少 なす ぎ， 信 頼 で きな い とい う

［ＬｙＮｃＨ　ａｎｄ　ＫＥＮＮＥＤＹ　 ｌ９７０］。

　 ギ タ レロ １コ ンプ レ ック ス は， ５００点 を こす 石 器 類 か らな る。 石 器 に は， ス ク レイ

パ ー， チ ョ ッパ ー ， た た き石 ， 石 核 ，石 刃 状 剥 片 ， グ レ イバ ー， 両 面 加 工 の ナ イ フ，

ボ ー ラ と考 え られ る礫 な ど が あ る。 この ほ か， 有 肩 尖 頭 器 も 出土 して い る。 こ の尖 頭

器 は鋭 利 な三 角 形 の 先 端部 と柄 を もつ もの で， 製 作 技 法 な ど は，木 葉 型 尖 頭 器 の そ れ

に似 て い る。 これ らの石 器 組 成 は，マ ク ニ ッシ ュ の い うア ヤ クチ ョ文 化 の そ れ ［Ｍ ＡＣ一
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ＮＥＩｓＨ　 ｌ９７０］に よ く似 て い る ［ＬＹＮｃＨ　ａｎｄ　ＫＥＮＮＥＤＹ　 ｌ９７０］。

　 ギ タ レロ 皿 コ ンプ レ ック ス は， 木 葉 型 尖 頭 器， 湾 入 した基 部 を もつ三 角 形 尖 頭 器，

有 肩 尖 頭 器， 柳 葉 形 尖 頭 器 ，骨 製 の フ レ ッシ ャー， 骨錐 ， 木 製 の クイ， 植 物 性 繊 維 ，

お よび紐 類 を と も な う。

　 （ｄ）　 トラバ コ ヤ遺 跡

　 トラ バ コ ヤ遺 跡 は， メキ シコ高 地 の メキ シ コ盆地 の湖 成 層 中 に発 見 さ れ， 洪 積 世 後

期 に対 比 さ れ る動 植 物 資 料 が豊 富 に 出土 し， 古 い時 期 の石 器 が共 伴 す る こと で知 られ

て い る ［Ｍ ＩＲＡＭＢ肌 Ｌ　 ｌ９７８ユ。 トラノｘｏコヤ 遺 跡 の １地 点 の Ａ トレ ンチ か らは， 黒曜 石

製 剥 片 （２点 ）， 加 工 した骨 片 （２点 ）， 火 山岩 製 剥 片 ，石 刃 が多 数 出土 して い る。 ま

た ， 黒 曜石 製 の木 葉 型 尖 頭 器 も出土 して い る。石 材 は， 安 山岩 が 多 く， 安 山岩 の礫 が

原 材 料 と して用 い られ た と考 え られて い る。 Ａ トレ ンチ 出土 の石 器 類 は，少 な くと も

今 か ら約 １５，０００年 前 の古 さ と解 釈 され て い る ［Ｍ ＩＲＡＭＢＥＬＬ　 ｌ９７８］。 同地 点 の Ｂ トレ

ンチ か らは， 円盤 状 の ス ク レ イパ ー が発 見 され て お り， 約２２，０００年 前 に年代 づ け られ

て い る ［Ｍ ＩＲＡＭＢＥＬＬ　 ｌ９７８］。

　 一 方 ， トラバ コ ヤ 皿地 点 で は ２３，１５０±９５０Ｂ．　Ｐ．（ＧＸ －・９５０）の年 代 が え られ て い る

層 か ら， 黒 曜石 の石 刃 が 出土 して い る。

　 トラバ コヤ遺 跡 は， 古 環 境条 件 復 原 の た め の資 料 も豊 富 で， 新 大 陸 で 最 も古 い放 射

性 炭 素 年代 を伴 な う石 器 が 出土 して い る。 しか し， い ま まで の と こ ろ， 概 報 しか公 に

され て お らず， 詳 細 は不 明 で あ る。

　 以 上 の よ うな資 料 に も とつ くと き， 新 大 陸 の人 類 の 祖 先 は ク ロー ヴ ィス ， フ ォル サ

ム文 化 な ど のパ レオ ・イ ンデ ィア ン文 化 以 前 にす で に新 大 陸 に居 住 して いた と理解 す

べ きで あ ろ う。 そ して， こ こで は，パ レオ ・イ ンデ ィア ン文 化 に先 行 す る先史 文 化 を

「先 パ レオ ・イ ンデ ィ ア ン文 化 」 と仮 に 呼 ん で お き た い。 この先 パ レ オ ・イ ンデ ィア

ン文 化 の存 在 は， 今 まで 一 致 して 受 け入 れ られて きた パ レオ ・イ ンデ ィア ン文 化 を新

大陸 最 古 の 先 史 文 化 とす る見 解 に修 正 の必 要 が あ る こ とを示 して い る。

ＩＶ． パ レオ極 北文 化

　 ア ラス カお よび カ ナ ダ北 西 部 に お いて現 在 ま で に確 認 され て い る最 古 の先史 文 化 は，

パ レオ極 北 文 化 で あ る。 そ の年 代 は， 放 射 性 炭素 年 代 測 定 に よ ると， 約 １１，５００年 前 か

ら ８～ ７０００年 前 ま で の間 で あ る ［ＡＮＤＥＲｓｏＮ　 ｌ９６８，１９８０；Ｄ ｕＭｏＮＤ　 １９７７，１９８０］。
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　アラスカとカナダ北西部でいままでに認められているパレオ極北文化は，文化要素

の特徴にもとついて，二群に分けられる。第一群は，片面加工の大型石刃技法を特徴

とする遺跡群に代表されるもので，細石刃と細石刃核を共伴 しない。第二群は，大型

石刃技法とともに細石刃も共伴する。 この二群のパ レオ極北文化の外に，骨器と人為

的に加工されたと解釈される獣骨に特徴づけられる，一段 と古い先史文化の存在が報

告されているが，明確な石器を欠いている。

（Ａ） 石 器 を 伴 わ な い遺 跡 群

　 （ａ） オ ール ド ・ク ロ ウ盆地 の遺 跡 群

　 １９７０年 代 にカ ナ ダ の ユ ー コ ン準 州 オ ー ル ド ・ク ロ ウ盆 地 で は， 二 つ の調 査 計画 が実

施 され た 。 第 一 の調 査 計 画 は トロ ン ト大 学 の Ｗ ．Ｎ ．ア ーヴ ィ ング 教授 を 中心 とす る調

査 で あ る ［ＩＲｖｌＮＧ　 ｌ９７１，１９７８；ＩＲｖｉＮＧ　ａｎｄ　ＨＡＲｉＮＧＴｏＮ　 １９７３；ＪｏＰＬＩＮＧ，　ＩＲｖｌＮＧ

ａｎｄ　ＢＥＥＢＥ　 １９８１］。 第 二 の調 査 計 画 はカ ナダ 国立 博 物 館 の モ ー ラ ン氏 を 中心 とす る

一 連 の調 査 で あ る ［Ｍ ｏ肌 ＡＮ　 １９７８
，１９８０］。

　 一 連 の調 査 の契 機 に な った の は， ポキ ュパ イ ン川 支 流 オ ー ル ド ・ク ロウ川 右 岸 の 第

１４－Ｎ 地 点 の二 次堆 積 土 の 中 か ら， 一 点 の 骨器 と人 為 的 な加 工 を 受 けた と解 釈 され る

獣 骨 が発 見 され た こ とで あ る。獣 骨 に は ジ ャイ ア ン ト ・ビ ーバ ー， ライ オ ンの一 種 ，

マ ス ト ドン， マ ンモ ス ， ウマ， ラ クダ 科 動物 ， 絶 滅 種 のバ イ ソ ンな ど ，現 在 で は この

地 域 に生 息 して いな い哺 乳 動物 が 含 ま れ て い た ［ＩＲｖＩＮＧ　ａｎｄ　ＨＡＲＩＮＧＴｏＮ　 ｌ９７３；

Ｍ ＯＲＬＡＮ　 １９７８］。 骨 器 は現 在 も この地 域 に生 息 す るカ リブ ー （トナ カ イ の一 種 ） の

脛 骨 を 加工 した もので ， そ の 形 態 か ら皮 は ぎ用 の 道 具 と み な さ れ た ［ＩＲＶＩＮＧ　ａｎｄ

ＨＡＲＩＮＧＴｏＮ　 ｌ９７３］。

　 獣 骨 の う ちマ ンモ ス の 椀 骨 に 人為 的 な加 工痕 と解 釈 され る痕 跡 が 認 め られ た 。 そ の

痕 跡 は骨 の組 織 が まだ 新 鮮 な と きに 削 られて で きた ，一 種 の剥 離 面 とみ な され ，か な り

の重 量 の あ る道 具 に よ り打撃 を うけ た もの と考 え られ て い る［ＩＲｖｉＮＧ　ａｎｄ　ＨＡＲｉＮＧＴｏＮ

ｌ９７３］。 これ らの獣 骨 資 料 と骨 器 の重 要 性 を考 慮 し， 骨 に含 ま れ る炭 素 分 を 試 料 とす

る放射性炭素年代の測定がおこな猟 器 の年代は ２７，… ±１８８８（ＧＸ－１６４・），マ

ンモスの骨はそれぞれ ２５，７５・±｝§８１（ＧＸ－１５６８）と２９，１・・±１８８８（ＧＸ－１５６７）とい

う年 代 が え られ た 。これ らの年 代 は，ウ ィス コ ンシ ン氷 河 期 後 半 にす で に人 類 が ベ リン

ジ ア に渡 来 して い た こ とを示 唆 す る もの と解 釈 され た の で あ る ［ＩＲＶＩＮＧ　ａｎｄ　ＨＡＲ・

ＩＮＧＴｏＮ　　ｌ　９７３；　ＩＲｖｌＮＧ　　ｌ　９７１］。

　 １９７０年 代 に は，獣 骨 に共 伴 す る と考 え られ る石 器 資 料 と地 質 学 的資 料 の裏 付 け とを
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求 め る大 規 模 な調 査 が オ ール ド ・ク ロ ウ盆 地 で お こ なわ れ た 。 そ の結 果 ， 多 数 の獣 骨

資 料 が蓄 積 され た が， 明瞭 な石 器 は， 今 ま で の と ころ発 見 され て い な い。

　 この一 連 の 調 査 で 明 らか に され た の は， オ ール ド ・ク ロ ウ盆地 の遺 物 を 出土 す る堆

積 土 は， 二 次 堆 積 が 多 い こ とで あ る。 １９６０年代 に発 見 され た 骨 器 も二 次 堆 積 土 中 に発

見 され た こと は上 に触 れ て お い た。 ア ーヴ ィ ング らは最 近 に な って， 獣 骨 を 多 量 に包

含 す る一 次 堆 積 土 を ＯＣＲ－１２地 点 で 確 認 し，そ の 一 次堆 積 土 の堆積 時間 をサ ンガ モ ン

間氷 期 （第 ３間氷 期）以 前 の イ リノイ氷 河期 （旧 大 陸 の リス氷 河 期 ）と推 定 して い る。

これ に よ りア ー ヴ ィ ング らは， 人 為 的 な加 工 痕 を もつ獣 骨 は約 １５万 年 ほ ど の古 さ で あ

る と主 張 して い る ［ＪｏＰＬＩＮＧ，　ＩＲｖｌＮＧ　ａｎｄ　ＢＥＥＢＥ　 １９８１］。 この古 さ は，人 類 進 化 の

上 か らいえ ぱ， ク ラ シ ック ・ネ ア ンデ ル タ ール 人 類 よ り古 い年 代 に相 当 し， 先 史 文 化

の編 年 の 上 か らい え ば， 前 期 旧石 器文 化時 代 の末 期 にあ た る 。

　 獣 骨 に残 され た打 撃 の痕 跡 が， 果 して人 為 的 な もの か， 自 然 営力 に よ る もの か が，

ここ で大 きな 問題 と して の こ る。 も し， 人 為 的 な加 工 痕 と解釈 されて い る痕 跡 を もつ

獣 骨 が， 真 に 人 類 の文 化 活 動 の所 産 で あ るな らば， 一 次 堆 積 土 中 に あ る獣 骨 は， そ の

堆 積 土 と同 じ古 さで あ る こ とに は間 違 いな い 。 しか し， も しそ の痕 跡 が 自然 の営 力 に

よ る もの で あれ ば ， ヒ トの存 在 と何 の 関 係 もな い こと に な る。

　 モ ー ラ ンは，獣 骨 の埋 没 状 況 を考 慮 しな が ら，獣 骨 に残 され た 痕跡 を 力学 的 な立 場

か ら実験 ・分 析 した 。 と くに， 鈍 器 の打 撃 に よ って獣 骨 の上 に生 ず る剥 離 面 が ， 自

然 の 営 力 に よ って 生 ず る剥離 面 と区 別 で き るか ど うか に研 究 の焦 点 を お い た 。 そ の結

果 ， モ ー ラ ンは可 能 性 は認 め な が ら も， 全 面 的 に は区 別で き な い とい う結論 に達 した

［Ｍ ＯＲＬＡＮ　 １９８０ユ。 換、言 す れ ば，オ ー ル ド ・ク ロ ウ盆地 か らえ られ て い る洪 積 世 の獣

骨 に観 察 され る痕 跡 は， 自然 の 営 力 に よ る もの か ， 人為 的 な ものか ，現 段 階 で は科 学

的 に は区 別 で きな い 。

　 オ ール ド ・クロ ウ盆 地 で 得 られ た 資 料 は， ウ ィス コ ン シ ン氷 河 期 初 頭 か そ れ 以 前 に，

人 類 が ベ リンジ ア に到 達 して いた 可能 性 を示 唆 して は い るが ， 確 実 な資 料 に よ り立証

され て い る と はい え な い の が現 状 で あ る。

　 （ｂ）　 トレイル ・ク リー ク洞穴 群

　 デ ンマ ー ク国 立 博 物 館 の Ｈ ・ラル セ ン氏 は１９４９年 と１９５０年 の両 年 に， ス ワ ー ド半 島

北 部 にあ る トレイル ・ク リー ク渓 谷 で， 洞 穴 遺 跡群 の調 査 を実 施 した 。 そ の とき， 第

９洞 穴 の最下 層 で バ イ ソ ン と ウマ の獣 骨 を発 掘 して い る。 これ らの獣 骨 に は， 放 射性

炭 素 年 代 の 測 定 に よ り， １５，７５０士 ３５０（Ｋ－１２１０） と １３，０７０士２８０（Ｋ－１３２７）の 二 つ
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の年 代 が与 え られ て い る ［ＬＡＲＳＥＮ　 １９６８］。

　調 査 者 は， これ らを人 類 の存 在 を 示 す もの と解 釈 して い る ［ＬＡＲＳＥＮ　 ｌ９６８］が ， こ

れ らの年 代 はオ ール ド ・ク ロウ盆 地 の 場合 と同 じよ うに， ヒ トの古 さ を立 証 す る具 体

的事 実 に は な らない 。

（Ｂ） 細 石 器 を と もな わ な い遺 跡 群

　 （ａ） ギ ャ ラガ ー ・フ リ ン ト遺 跡

　 ギ ャ ラガ ー ・フ リン ト遺 跡 は， １９７０年 か ら開始 さ れ たア ラ スカ を縦 断 す るパ イプ ・

ラ イ ンの工 事 に先 だ つ 事前 調 査 の折 に発 見 され た遺 跡 の一 つ で ， ブ ル ック ス 山脈 北 麓

の サ ガ ヴ ァニ ル ク ト川 流域 の氷 河 性 段 丘 の 上 に 位 置 し， １， １－Ａ ， 皿の三 地 点 が 調 査

され た ［ＤｌｘｏＮ　 １９７１，１９７５］。 この遺 跡 は， ブ ル ック ス 山脈 を お お って い た氷 河 の

末 端 に相 当 し， １０，５４０士 １５０（ＳＩ－９７４）の 年代 が 示 す よ うに， ウ ィス コ ンシ ン氷 河 期

末 にあ た る 。

　 出土 遺 物 の なか で は大型 石 核 と石 刃 が 特 徴 的 で あ る 。特 に大 型石 核 は， 石 刃 を 打 ち

欠 い た後 ， 角 度 を 変 え な が ら繰 りか え して 利 用 さ れて いた 形 跡 を示 す 。 また ，石 刃 の

大 部 分 は片 面 の み に打撃 を 加 え て加 工 され て お り，両 面加 工 の技 術 は欠 け て い る。

　 調 査者 は， これ らの特徴 に も とづ き， ギ ャ ラガ ー ・フ リ ン ト遺 跡 は ウィ ス コ ン シ ン

氷 河 期 最末 期 に ブル ックス 山脈 北 麓 の氷 河 末 端 付 近 に 居住 して いた 人 類 が 残 した もの

で ， そ の地 形 的条 件 か ら， 何 らか の陸 獣 狩 猟 に適 応 して い た先 史 文 化 と解 釈 して い る

［ＤＩＸＯＮ　 １９７５］。

　 （ｂ） ア ナ ング ラ ・ブ レイ ド遺 跡

　 ア リュ ー シ ャ ン列 島東 部 の ウム ナ ク島 の沖 合 にあ る小 島 ・ア ナ ング ラ島 は， １９３０年

代 か らＷ ・Ｓ・ラ フ リン氏 を 中心 に調 査 が 継 続 され て き た ［ＬＡｕＧ肌 ＩＮ　 ｌ９７５；ＬＡｕＧＨ－

ＬｉＮ　ａｎｄ　ＡＩＧＮＥＲ　 １９６６； ＡＩＧＮＥＲ　 １９７０，１９７８；ＬＡｕＧ肌 ＩＮ　ａｎｄ　Ｍ ＡＲｓＨ　 １９５４；

Ｍ ｃＣＡＲＴＮＥＹ　ａｎｄ　ＴｕＲＮＥＲ，　Ｉ　Ｉ， １９６６］。 この遺 跡 を 特徴 づ け る の は， 石 刃 技 法 に も

とつ く石 器群 で あ る。石 刃 は 円筒 形 お よび半 円錐 形 の石 核 か ら打 ち欠 か れ た 大 型 の も

の で， 細石 刃 は含 ま れ て い な い。 この石 刃 は， 二 次 的 にナ イフ， ス ク レ イパ ー な ど の

道 具 に加 工 され て い る。 そ の他 ， 調 製 され た石 片 や ビ ュ ラ ンが 多 い。 ビ ュ ラ ン は石 刃

の長 軸 に ほぼ 直 交 す るビ ュ ラ ン ・フ ァセ ッ トを もつ のが 特 徴 的 で， トラ ン スヴ ァー ス

・ビュ ラ ンと よば れ ， そ の分 布 域 は北 日本 や ア ラス カ 内陸 部 を もふ くむ。

　 堆 積 土 は厚 く， ４枚 の火 山灰 層 が 認 め られ て い る。 そ して ，多 数 の放 射 性 炭 素 年 代

５０８



小谷　 ベリンジアからみた新大陸文化起源の諸問題

に よ り， 約 １０，０００年 前 か ら約７，０００年前 まで の 沖 積 世 初 頭 に人 類 が居 住 した遺 跡 と解

され て い る 匹 ＡＵＧＨＬＩＮ　 ｌ　９７５］。 ア ナ ング ラ島 と ウ ム ナ ク島 との 間 の 海 峡 の 現 在 の

海 深 が 約 ５ｍ で あ る こと と， ア リュ ー シ ャ ン列 島東 部 の海 水 面 変 化 を考 慮 す る と き，

こ の遺 跡 は沖 積 世 初 頭 の 海水 面 上 昇 期 に， 当 時 の ベ ー リン グ海 峡 に面 す る海 岸 に 立地

し，海 の資 源 の利 用 に 関連 して いた と報告 され て い る ［ＬＡｕＧＨＬＩＮ　ｌ　９７５；ＢＬＡｃＫ　ａｎｄ

ＬＡｕＧ肌 ＩＮ　 １９６６；ＬＡｕＧ肌 ｉＮ　ａｎｄ　Ｗ ｏＬＦ　 ｌ　９７９］。

（Ｃ） 細 石 刃 を と もな う遺 跡群

　 （ａ） オ ニ オ ン ・ポ ーテ イジ遺 跡

　 ア ラス カ北 西 部 を 流 れ る コブ ック川 中流 域 の蛇 行 点 に位 置 す るオ ニ オ ン ・ポ ーテ ィ

ジ遺 跡 は，．深 い堆積 土 と長 期 の 文 化発 展 を示 す 多 数 の 文 化層 が存 在 す る こ とで広 く知

られ て い る。 多 数 の 文 化層 の う ち， 現 在 ま で に詳 し く報 告 され て い るの は， 最 下 層

（最 古） の ア ク マ ク文 化 の みで あ る ［ＡＮＤＥＲｓｏＮ　 １９６８，１９７０，１９８０］。

　 ア クマ ク文 化 は， 層 位 的 に は第 ８文 化層 （約６２００～ ６０００年 前 のパ レオ 極北 文 化 の一

部 を なす コ ブ ック文 化 ） の下 位 に あ り， 放 射 性炭 素 年 代 に よ り，９５７０土 １５０Ｂ．　Ｐ．（Ｋ

－１５８３）の年 代 が 与 え られ て い る。 こ の文 化 の特 徴 的要 素 は， 大 型石 刃 と コアバ イフ

ェ イ ス とよ ば れ る両 面 加 工 の大 型 石 器 ， お よび 細石 核 ， 細 石 刃 で あ る 。石 刃 は調 製 さ

れ た石 核 か ら剥 離 さ れ， それ を加 工 して縦 長 の エ ン ド ・ス ク レイパ ー や ナ イ フ型石 器

に され て い る。 両面 加 工 の石 器 は， 形 態 的 に は円 盤状 で， 縁 辺 に は両 面 か ら調 製 剥離

が施 され て い る。細 石 核 は両 面加 工 の剥 片 を原 材 料 とす る くさび 型 で， 細 石 刃 の剥 離

面側 か ら再 生 調 整 さ れ てお り， い わ ゆ る ヒ ンジ ・フ ラク チ ャ ーを の こす 。 この細 石 核

はア ラスカ で はキ ャ ンパ ス型 細石 核 とよば れ て い る。 この ほか ， ビュ ラ ンや有 溝石 器

（磨 研 器）も出土 して い る。

　 （ｂ）　 トレイル ・ク リー ク洞 穴 群

　 す で に， （Ａ）の項 で触 れた トレ イル ・ク リー クの 洞穴 群 の なか で ， 第 ２洞穴 の最 下

層 か らは， 細 石 刃 と これ を挿入 した と考 え られ る側 溝 を もつ 骨製 品 が 発 見 され て い る。

細石 核 は共 伴 して い な いた め， 他 遺 跡 の 出土 資 料 との 比 較 は難 しい。 しか し， この文

化 層 か ら ９０７０± １５０Ｂ．　Ｐ．（Ｋ－９８０）とい う年 代 が 得 られ て お り，調 査 者 は第 ２洞穴 の

最 下 層 の資 料 は， 形 態 的 に も， オニ オ ン ・ポ ーテ イ ジ遺 跡 の ア ク マ ク文 化 の 細石 刃 に

対 比 で き る と考 えて い る 匹 ＡＲＳＥＮ　ｌ　９６８］。
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　 （ｃ）　 ドライ ・ク リー ク遺 跡

　 ア ラス カ 山脈 北 麓 の ネ ナ ナ川 に近 い ドライ ・ク リー ク と よば れ る澗沢 が あ る。 ドラ

イ ・ク リー ク遺 跡 は そ の左 岸 に発 達 した氷 河 性 の 河岸 段 丘 上 に位 置 して い る。 遺 跡 の

堆積 土 は氷 河 に 由来 す る風 性 レス堆 積 土 と その な か に認 め られ る古 土壌 （旧地 表 面 を

あ らわ す） に特 徴 づ け られ る。 堆 積 土 の詳細 な地 質学 的 研 究 はす で に発 表 され て い る

［ＴＨｏＲｓｏＮ　ａｎｄ　ＨＡＭＩＬＴｏＮ　ｌ　９７７］が， 出土 遺物 につ い て は略 報 が 公 に され て い るだ

けで あ る ［ＰｏｗＥＲｓ　ａｎｄ　ＨＡＭＩＬＴｏＮ　 １９７８ユ。

　 文 化 層 は レス堆 積 土 中 に ４枚 認 め られ， 第 １文 化層 （最 下 層 ）が １１，１２０± ２５０（ＳＩ－

２８８０），第 ２文 化 層 が １０，６９０± ２５０（ＳＩ－１５６１），第 ３文 化 層 が ９３４０± １９５ と ８３５５土

１９０ の間 にそ れ ぞ れ年 代 づ け られ て い る。 第 ４文 化層 は ４６７０士 ９５か ら ３４３０士 ７５ の

間 に あ るの で， こ こで は考 慮 外 にお くこと とす る ［ＰｏｗＥＲｓ　ａｎｄ　ＨＡＭｉＬＴｏＮ　 ｌ９７８］。

　 第 １文 化 層 の石 器 は， 多 数 の 剥 片 と石 刃 状 剥 片 ，石 核 ， 調 製 を ほ ど こ した剥片 ， ビ

ュ ラ ン，礫 器，ス ク レ イパ ー な どに特 徴 づ け られ る。第 ２文 化 層 に は，１，７００点余 の剥

片 ， 調 製 を 施 した剥 片 （６点 ）， 石 刃 状 剥 片 （３点 ），石 刃 （５点 ）， 細石 刃 く１１点 ），

ス ク レイパ ー （６点 ）， チ ョ ッパ ー， 両 面 加 工 石 器 ， くさ び型 細 石 核 （２点 ）， た た き

石 な ど が伴 な う。獣 骨 も多 数 採 取 され て お り，ウマ （Ｅｇｕｕｓ　ｓｐ．）とバ イ ソ ン （Ｂｉｓｏｎ　ｓｐ．）

の 二 種 が今 まで に同 定 さ れて い る。第 ３文 化層 の石 器 は大 多 数 が剥 片 で ； 石 刃 状 剥片

（１点 ） と石 刃 （３点） も含 ま れ て い る。

　 これ らの資 料 に も とつ い て， ドラ イ ・ク リー ク遺 跡 の先史 文 化 は石 刃 技 法 と細石 刃

に特徴 づ け られ ， オ ニ オ ン ・ポ ーテ イ ジ遺 跡 の ア ク マ ク文 化 に類似 して い る と調 査 者

は指 摘 して い る ［ＰｏｗＥＲｓ　ａｎｄ　ＨＡＭｉＬＴｏＮ　 １９７８］。

　 （ｄ）　 ヒー リー湖 の ヴ ィ レ ッ ジ遺 跡

　 ヒ ー リー湖 は ア ラ ス カの タナ ナ 川上 流 域 に発 達 した浅 い湖 沼 で あ る。 ヴ ィ レ ッジ遺

跡 は この湖 畔 で レス を主 体 とす る風性 堆 積 土 中 に 確認 さ れて い る。今 ま で の とこ ろ，

第 一 次 調 査 （１９６７年） に基 づ く学 位 論文 ［ＣｏｏＫ　 １９６９］ と若 干 の概 報 が発 表 され て い

るだ けで あ る ［ＣｏｏＫ　 １９７５； ＣｏｏＫ　ａｎｄ　Ｍ ｃＫＥＮＮＡＮ　 ｌ　９６８，１９７０； Ｍ ｃＫＥＮＮＡＮ

ａｎｄ　ＣｏｏＫ　 １９６８］。 ヴ ィ レ ッジ遺 跡 で は ５枚 の 文 化層 が 確 認 され て い るが ［（】ｏｏＫ：

ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　 Ｉ９７３］，その うち最 下 層 の チ ンダ ドゥ ン ・コ ンプ レ ック ス

の み を こ こで は と りあ げ る。

　 チ ンダ ドゥ ン ・コ ンプ レ ック ス は， 放 射 性 炭 素年 代 に よ り， １１，０９０士 １７０ （ＧＸ－

１３４１＞に位 置づ け られ て お り， 細 石 刃技 法 ， ビュ ラ ンお よ び尖 頭 器 に特徴 づ け られ る
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［ＣｏＯＫ　 ｌ９７５］。 この う ち，尖 頭 器 はチ ンダ ドゥ ン ・ポ イ ン トと命 名 され， 両 面 加 工

を 施 した薄 い水 滴 型 の 形 態 で あ る。 この 他 に両 面加 工 を 施 した 少 数 の三 角 形 の尖 頭 器

を と もな う。 これ らの尖 頭 器 は基 部 を 薄 くす るた め と解 釈 され る剥 離痕 を有 す る。

細 石 刃 技 法 はア ラス カ 内陸 部 で広 く認 め られ て い るキ ャ ンパ ス型 細石 核 に特 徴 づ け ら

れ る。 また ， ビュ ラ ンは ドゥナ リ型 とよ ばれ る もの で ［Ｗ ＥＳＴ　 １９６７］， ア ラス カ 内陸

部 に広 く分 布 す る形 態 で あ る。

　 ヴ ィ レ ッジ遺 跡 の細 石 刃 技 法 は ドラ イ ・ク リー クや オ ニ オ ン ・ポ ーテ イ ジの ア ク マ

ク文 化 の もの に共 通 す る が， 尖 頭器 は後 二 者 に は共 伴 して い な い。 大 型石 刃 は， ヴ ィ

レ ッジ遺 跡 で は， ほ とん ど 出土 して いな い。 チ ンダ ドゥ ン ・ポ イ ン トと よ ばれ る水 滴

型 尖 頭器 は， 今 の と ころ周 辺 に は類 例 が な い 。押 圧 剥 離 に よ りポ イ ン トを薄 くす る技

法 は北 米 のパ レオ ・イ ンデ ィア ン文 化 の樋 状剥 離 技 法 に対 比 で き る特 徴 で は あ るが，

後 者 ほ ど 明瞭 で な い。 三 角 形 尖頭 器 は， 強 いて類 例 を求 め れ ば ， コ ス チ ェ ンキ １遺 跡

の第 ５文 化層 出土 の もの ［ＫＬＥＩＮ　 ｌ　９６９：７９］や 南 米 の ギ タ レ ロ 皿 コ ンプ レ ック スの

例 ［ＬｙＮｃＨ　ａｎｄ　ＫＥＮＮＥＤＹ　 １９７０］， お よび プ トゥ文 化 の例 ［ＤｕＭｏＮＤ　 １９８０］ に類

似 して い るが ， これ らの間 の 文 化 的 関係 は不 明で あ る。

　 （ｅ）　 ドゥナ リ ・ リッジ の遺 跡群

　 ア ラ スカ 内 陸 部 の ドゥナ リ ・リ ッジの 遺 跡群 の発 掘 調 査 に も とづ き ウ ェ ス ト ［Ｗ ＥＳＴ

１９６７］は ドゥナ リ文 化複 合 の存 在 を 提 唱 し，形 態 的 な比 較 に よ り，そ の年 代 を 約 １５，０００

年 か ら約 １０，０００年 前 と考 え た。 この 文 化 複合 は， くさ び型 細石 核 ， 細 石 刃 ， ビ ュ ラ ン，

大 型 の石 刃 ， 石 刃 状 剥 片 ， ス ク レイパ ー ， ナ イ フ な ど に特徴 づ け られ る。

　 そ の後 ， ウ ェ ス トはア ラス カ 内陸 の タ ング ル湖 地 域 の諸 遺 跡 か ら大 型石 刃 と それ を

加 工 した石 器 類 ， 両 面 加 工 の大 型 石 器 を 報 告 して い る ［Ｗ ＥＳＴ　 １９７４］。 これ らの大 型

石 刃 と 石 器 類 が ドゥ ナ リ文 化 複 合 の 構 成 要素 に 類 似 して い る 事 実 と， １０，１５０士 ２８０

（ＵＧａ－５７２） とい う放 射 性 炭素 年代 に も とつ いて ， ウ ェス トは ドゥナ リ文 化複 合 は洪

積 世 末 ・沖積 世 初 頭か ら 約８，０００年 前 まで 継 続 した 先史 文 化 で あ る と考 え 方 を修 正 し

て い る ［Ｗ ＥＳＴ　 ｌ９７５］。 タ ングル湖 地 域 か らえ られ た 大 型石 器 は， 形 態 的 には， オ ニ

オ ン ・ポ ーテ イ ジ遺 跡 の ア クマ ク文 化 や ギ ャ ラガ ー ・フ リ ン ト遺 跡 出土 の石 器 に類 似

して い る。

（ｆ） プ ト ゥ 遺 跡

プ トゥ遺 跡 は， ブル ッ クス 山脈 北 麓 サ ガ ヴ ァニル ク トク川 流域 に あ り， す で に触 れ

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　５１１
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た ギ ャ ラガ ー ・ブ リン Ｆ遺 跡 の近 辺 に位 置 す る。 調 査 者 は この遺 跡 の第 ２地 点 の 下層

で ，樋 状 剥離 痕 を もつ 尖 頭 器 の破 片 （４点），ビ ュ ラ ン，石 刃 ，ス ク レイパ ー，石 核 ，ナ イ

フ 型石 器 の破 片 な どを発 掘 し， この石 器群 にプ トゥ文 化複 合 と命 名 した ［ＡＬＥＸＡＮＤＥＲ

１９７４］。 この 文 化 の 放 射性 炭 素 年 代 は ８４５０圭 １３０（Ｗ ＳＵ－３１８）と Ｉｌ，４７０土５００（ＳＩ－

２３８２）の ２点 が得 られ て い る ［ＡＬＥｘＡＮＤＥＲ　 １９７４；ＤｕＭｏＮＤ　 １９８０］。石 核 ， 石 刃 ，

ビ ュラ ンな ど は， ドゥナ リ文 化複 合 の 要 素 に類 似 して い る。尖 頭 器 の形 態 は極 め て 特

徴 的 で ， と くに樋 状 剥 離 痕 の あ る尖 頭 器 は， 破 片 と は いえ ， パ レオ ・イ ンデ ィア ン

文 化 の フォル サ ム型 尖 頭 器 ， ク ロー ヴ ィス 型尖 頭器 に類 似 して い る。放 射 性 炭素 年 代

か ら判 断 す る と， パ レオ ・イ ンデ ィ ア ン文 化 とほ ぼ 同時 期 で あ るが， 今 の と こ ろ， 両

者 間 の 文 化 的 関 連 を論 ず るに は 資料 不 足 で あ る。 ま た， プ トゥ遣 跡 の 三 角 形 尖 頭 器

は， 形 態 的 に は， ヒー リー湖 の チ ンダ ドゥ ン ・ポ イ ン トの三 角 形尖 頭 器 に類 似 して い

る。

　 （ｇ）　 ウガ シ ック ・ナ ロウ文 化

　 ドン ・Ｅ ・デ ュモ ン氏 を 中 心 とす るオ レゴ ン大 学 の調 査 団 は， す で に十 数 年 に わた

って ア ラス カ 半 島北 部 の カ トマ イ地 区 で 発 掘 調 査 を 継続 して い る ［ＤＵＭＯＮＤ　 １９７１，

１９７７］。 この 長 期 の調 査 で明 らか にさ れ た のが ウガ シ ック ・ナ ロ ウ文 化 で あ る。 これ

は， くさ び型 細石 器 （細 石 刃 と細石 核 ）， ビ ュ ラ ン，木 葉 型 両 面 加 工 の石 器 ， コ ア ・

バ イ フ ェィ ス な ど に特 徴 づ け られ， ８４２５土 １１５Ｂ、　Ｐ．（ＳＩ－２６４１） と ８９９５±２９５　Ｂ．　Ｐ．

（ＳＬ ２４９２）が 得 られ て い る。 この文 化要 素 はオ ニ オ ン ・ポ ーテ イ ジ遺 跡 の ア ク マ ク文

化 を は じめ とす る諸 遺 跡 に共 通 す る要 素 とみ な して よい 。

　以上のように， パレオ極北文化は，大型石刃技法に特徴づけられる遺跡群 （Ｂ）と

大型石刃技法および細石刃技法に特徴づけられる諸遺跡 （Ｃ）に代表されている。

　大型石刃技法に特徴づけられる遺跡群 （Ｂ）と大型石刃技法および細石刃技法に特徴

づけられる遺跡群 （Ｃ）の地理的分布は重複 している。従って，両遺跡群の間に地理的

分布の違いを見出すことはできない。また，各遺跡の簡単な紹介の中で触れたように，

両群の遺跡は放射性炭素年代測定によりほぼ約１１，５００年前から８０００年前までに年代づ

けられており，両者の間に時間的な差異を見出すことも困難である。

　両遺跡群の違いの要因を地理的，時間的次元に求められないとすれば，第三の要因

は，各遺跡でおこなわれていたはずの文化活動の違いに求められるかもしれない。し

かし，古環境を示す諸資料，とくに古生物学的資料がほとんどの遺跡で欠如 している
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現状を考慮するとき，この違いを文化活動の相違と結論づけることも今のところ困難

である。

　上部洪積世に年代づけられ，人為的な加工の痕跡が認められると解釈されているオ

ール ド・クロウ盆地 とトレイル ・クリーク第 ９洞穴の獣骨は，人の居住の痕跡である

可能性は示 している。 しかし，その痕跡が人為的，意図的な加工によるものか，自然

の営力によるものかを科学的に判断できない現状では，今のところ受け入れられない。

　以上のことにもとついて，現知見でいいうることは，パレオ極北文化は，ベ リンジ

アにおいて洪積世末期の約１１，５００年前か ら沖積世初頭の約８０００年前までにかけて展開

していた文化である。そして，この文化は，同時期の北米南西部や大平原地方のパレ

オ ・インディアン文化と異なるばかりでなく，それ自体 も決 して一様ではないことを

示 している。

Ｖ ． ま と め

　新大陸文化の起源に密接な関連を持つパレオ極北文化の諸問題を検討するために，

古環境，パ レオ ・インディアン文化に先行する先史文化の存在などについて触れてき

た。文化内容，地質年代上の位置と共伴する動植物相，放射性炭素年代などの諸条件

を考慮するとき，現時点で認めうる新大陸最古の文化はメドウクロフト岩蔭遺跡の出

土遺物などに代表 される先史文化で，これを仮に 「先パ レオ ・インディアン文化」と

呼んでおいた。これは時期的には約２０，０００年前以降のウィスコンシン氷河期末期の文

化である。

　メドウクロフト岩蔭遺跡の出土遺物は，第 ３章で触れたように，石刃技法と尖頭器

に特徴づけられる。石刃技法は旧大陸の後期旧石器文化の重要な構成要素である。 こ

のことは旧大陸の後期旧石器文化と新大陸最古の石器文化とは関連があったことを示

し，シベリアの旧石器文化，なかでもデュクタイ文化との関連を考慮する必要がある

［ＡＮＤＥＲＳＯＮ　ｌ９８０］。さらに，「先パレオ ・インディアン文化」の地方的，地域的な発

展の結果がパレオ ・インディアン文化であると解釈できる。

　アラスカ，カナダ北西部においては， この時期に位置づけられる先史文化は，現在

のところ確認されていない。アラスカを含むベリンジア新大陸への入 ロに位置するに

もかかわらず，そこで約２０，０００年前から１４，０００年前の先史文化が発見されない理由の

一つは，広大な北方針葉樹林地帯 という自然環境のためとも解される。この時期の遺

跡の探索は今後の重要な課題としてのこっている。
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　約２０，ＱＯＯ年前から１４，０００年前の期間の自然環境は，氷河 ・氷床の発達とそれに伴な

う海水準低下現象により，現在のそれとかなり異なっていた。ベーリング海峡付近は

広大な陸地と化 し，現在のシベ リアと新大陸とは陸続きであった。その山岳部は氷河

・氷床におおわれていた。しかし，現在のユーコン川流域を含む低地にはステップ状

ツンドラが広がり，北方針葉樹林の分布域はごく狭い範囲に限られていたと解釈され

る。新旧両大陸が陸続きであり，ベリンジア周辺がステ ップ状ツンドラに広 くおおわ

れていた乙とは，新大陸への人の移動に重要な意味をもっていた。それは，ユーラシ

ア北部のツンドラに進出した人類の祖先は生業活動を本質的に変えることな く，自由

に渡来できたことを意味するか らである。

　 ウィスコンシン氷河期の最寒期の後，気候は温暖化し，海水準は上昇 し，植生分布

にも変化がおこりはじめた。約１４，０００年前ごろか らステップ状ツンドラが後退 し，北

方針葉樹林が拡大 しはじめた。この変化にともない，草食性動物の生息地域が減少 し

たと解釈される。北米各地にパレオ ・インデ ィアン文化が発展 し，アラスカで もパ レ

オ極北文化が認め られるのはこの時期のことである。これら二つの文化の文化内容に

差異が認められることはすでに指摘 した通りである。 しか し，パ レオ極北文化の資料

は現在のところ乏 しく，資料の増加が強 く望まれる。

　約１０，０００年前にはじまる沖積世の初頭には，氷河 ・氷床は後退 し，海水準もほぼ現

在のそれに近 くなった。カナダ北部やカナダ東部の北極海沿岸地方は，この時期 にな

ってはじめて氷河 ・氷床の影響か ら免れ，人が利用 しうる潜在的居住空間となった。

アラスカとカナダ北西部では，上部洪積世末から続 くパレオ極北文化が展開 していた。

　以上，パ レオ極北文化のもつ意味を考えるために古環境を含む最近の研究成果を概

観 してきた。この作業においては，第 １章で触れた二つの作業仮説を常に念頭におい

てきた。第一の作業仮説は，最近まで新大陸最古とみなされてきたパ レオ ・インディ

アン文化の特徴はベ リンジアを経由して新大陸にもたらされたとする考え方である。

これによると，パ レオ ・インディァン文化とほぼ同質，同時期の先史文化がベ リンジ

アにも存在していたはずで，その先史文化は今のところ未発見ということになる。第

二の作業仮説は新大陸への人類の渡来は， これまで一致 して受け入れ られていたのよ

りもさらに古い時期におこったことで，パ レオ ・インディアン文化 もパレオ極北文化

も，その古い時期の先史文化から独自の発展を遂げたものであろうとする考え方であ

る。これによると，両文化の間に差異が存在しても問題はない。

　 上に触れてきた研究成果にもとつくとき，第二の作業仮説が新大陸への人類の渡来

の時期に関する諸資料をより適切に説明 していると思 う。換言すれば，メドゥクロフ
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ト岩 蔭 遺 跡 な どの 資料 が 示 す よ うに， 人 類 の 新 大 陸 へ の 渡 来 は 上 部 洪積 世末 期 （約

２０，０００年 前以 降） に お こ った こ とで あ り， 従 来 のパ レオ ・イ ンデ ィア ン文 化 を 最古 と

み なす 見 解 ［Ｍ ＡＲＴＩＮ　 ｌ９７３； ＨＡｙＮＥｓ　 ｌ　９６４，１９６７，１９８０］は 修 正 され ね ば な らな

い と考 え る。

　 最 後 に， 古 環境 に関 連 して くりか え して お きた い こ とは， ウ ィ ス コ ン シ ン氷 河 期 最

寒 期 に，北 方針 葉 樹 林 が ベ リンジ ア周 辺 に は ほ とん ど存 在 せ ず ， ユ ー ラ シア北 部 や ア

ラス カ 内陸 に も細 長 く， 断 続 的 に存 在 して いた にす ぎ な い ことを 示 す 資 料 が存 在 す る

こ とで あ る ［ＨｏＰＫＩＮｓ　 ｌ９７９；ＦＲＥＮｚＥＬ　 ｌ９６８］。 北 方 針 葉 樹 林 の分 布域 が現 在 の そ

れ に比 較 して狭 か った とす れ ば， 人 類 の祖 先 は寒 さに適 応 す る技 術 を ひ とた び身 につ

けれ ば， 森 林 環 境 に対 処 す る必 要 もな く寒 冷 地 に進 出 で き た こ と にな る。 ユ ー ラ シア

北 部 か らア ラス カ， カ ナ ダ北 西 部 ま で広 が って いた ステ ップ状 ッ ン ドラ は， 寒冷 地 ・

ツ ン ドラ地 帯 に適 応 した 人 類 に と って は， 均 質 な居 住 空間 で あ った と考 え られ る。 新

大 陸 へ の人 類 の渡 来 と新大 陸文 化 の起 源 と は， この人 類 の寒 さへ の適 応 と寒冷 地 へ の

居 住 空 間 の拡 大 の問 題 と必 然 的 に 関連 して い る。
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